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選

一
選
挙
制
度
の
変
遷

こ
こ
に
、
主
権
が
国
民
に
存
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
こ
の
憲
法
を
確
定
す
る
。
そ
も
そ

も
国
政
は
、
国
民
の
厳
粛
な
信
託
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
権
威
は
国
民
に
由
来
し
、

そ
の
権
力
は
国
民
の
代
表
者
が
こ
れ
を
行
使
し
、
そ
の
福
利
は
国
民
が
こ
れ
を
享
受
す
る
。

こ
れ
は
、
昭
和
二
一
年
一
一
月
三
日
、
新
生
日
本
が
恒
久
の
平
和
と
、
自
由
と
平

等
を
理
想
し
た
、
日
本
国
憲
法
を
公
布
し
た
そ
の
理
念
の
一
節
で
あ
る
。

そ
し
て
昭
和
二
五
年
、
現
在
の
公
職
選
挙
法
が
公
布
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
第
二
早
、
第
一
条
の
目
的
に

こ
の
法
律
は
、
日
本
国
憲
法
の
精
神
に
則
り
、
衆
議
院
議
員
、
参
議
院
議
員
、
並
び
に

地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
長
を
公
選
す
る
選
挙
制
度
を
確
立
し
、
そ
の
選
挙
が

選
挙
人
の
自
由
に
表
明
せ
る
意
思
に
よ
っ
て
公
明
且
つ
適
正
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
し
、

も
っ
て
民
主
政
治
の
健
全
な
発
達
を
期
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

日
本
国
民
す
べ
て
の
者
が
、
満
二
〇
歳
の
年
齢
に
達
す
る
と
全
員
に
選
挙
権
が
与

え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
民
主
的
国
造
り
の
基
礎
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
個
人
の
自
由
な
意
思
が
投
票
に
反
映
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
、
あ
ら
ゆ
る
場

合
を
想
定
し
て
、
そ
の
運
動
に
対
し
て
禁
止
又
は
制
限
を
行
っ
て
い
る
が
、
法
規
制

の
み
で
は
実
効
は
薄
く
、
民
主
政
治
の
根
幹
を
も
ゆ
る
が
し
か
ね
な
い
こ
と
を
憂
い
、

中
央
地
方
と
も
に
民
間
団
体
等
な
ど
が
中
心
と
な
り
、
選
挙
浄
化
並
び
に
明
る
く
正

し
い
選
挙
の
推
進
を
進
め
る
運
動
が
、
多
方
面
か
ら
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第
三
章

選

挙

二

維
新
当
初
の
選
挙

明
治
維
新
は
政
治
の
上
に
大
変
革
を
も
た
ら
し
、
諸
外
国
と
交
際
を
始
め
た
の
で
、

外
国
の
風
習
も
次
々
と
は
い
っ
て
き
た
。
一
般
国
民
に
第
一
に
許
さ
れ
た
も
の
が
住

居
の
自
由
、
耕
作
の
自
由
、
土
地
の
売
買
の
自
由
で
あ
り
、
地
租
の
改
正
等
も
あ
っ

た
。明

治
二
年
に
は
全
国
の
関
所
を
廃
し
て
転
居
や
旅
行
も
自
由
に
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
住
居
の
変
更
な
ど
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
縁
組
な

ど
や
他
村
に
嫁
入
り
す
る
場
合
で
も
寺
の
住
職
の
添
書
き
を
必
要
と
し
た
し
、
金
刀

往来手形

比
羅
参
り
な
ど
の
旅
行
に
も

庄
屋
の
許
可
を
得
て
そ
の
認

証
(
往
来
手
形
)
を
持
っ
て
い

な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。

次
に
、
耕
作
の
自
由
で
は
、

こ
れ
ま
で
は
田
に
は
必
ず
稲

を
、
畑
に
は
必
ず
雑
穀
を
作

ら
ね
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、

明
治
四
年
に
田
畑
勝
手
作
り

の
布
令
に
よ
っ
て
、
田
畑
を

宅
地
に
変
え
る
こ
と
も
で
き
、

ま
た
換
金
作
物
と
し
て
畑
に

桑
や
茶
を
植
え
る
こ
と
も
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

五
一
三
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行
政
・
財
政

寛
永
二
〇
年
(
一
六
四
三
)
以
来
禁
止
さ
れ
て
い
た
土
地
の
売
買
も
許
さ
れ
農
民
も

土
地
を
売
っ
て
他
の
職
業
に
転
業
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
き
た
。
同
年
八
月
に

は
職
業
の
自
由
も
認
め
ら
れ
た
の
で
、
久
万
の
百
姓
も
百
姓
を
や
め
町
に
出
て
商
人

に
な
っ
た
り
、
志
を
立
て
て
東
京
や
松
山
方
面
へ
出
て
い
っ
た
例
も
た
く
さ
ん
あ
る
。

地
租
の
改
革
は
村
に
と
っ
て
大
変
革
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
納
税
は
、
現
物
の

米
で
納
め
て
い
た
の
で
、
運
搬
や
、
相
場
の
変
動
な
ど
で
不
便
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で

貨
幣
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
維
新
ま
で
は
大
名
の
土
地
を
預
っ
て

耕
作
を
し
て
い
た
農
民
が
、
そ
の
ま
ま
そ
の
土
地
の
所
有
権
を
認
め
ら
れ
、
生
産
物

を
貨
幣
に
換
え
て
税
金
を
納
め
ね
は
な
ら
な
く
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
百
姓
は
、
こ

れ
ま
で
は
自
分
で
作
っ
た
作
物
の
米
を
出
せ
ば
ほ
と
ん
ど
事
が
た
り
て
い
た
の
に
、

改
正
で
は
貨
幣
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
当
時
は
税
金
も
高
く
、
そ
の
上
換
金
も
下
手

で
商
人
に
買
い
た
た
か
れ
た
り
売
れ
な
か
っ
た
り
し
た
。
こ
の
よ
う
に
換
金
の
苦
労

が
多
い
た
め
土
地
を
安
く
売
り
払
う
者
や
、
酒
を
買
っ
て
持
参
し
て
土
地
を
た
だ
で

取
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
た
例
も
多
い
。

こ
の
よ
う
に
せ
っ
か
く
自
分
の
も
の
と
な
っ
た
土
地
も
売
り
払
っ
て
小
作
人
と
な

り
、
金
持
ち
や
目
さ
き
の
き
く
一
部
の
利
口
者
は
、
土
地
を
集
め
て
地
主
と
な
り
、

そ
の
ま
ま
終
戦
の
時
(
昭
和
二
〇
年
)
ま
で
、
地
主
と
小
作
人
の
関
係
が
続
い
た
の
で

あ
る
。

明
治
五
年
に
は
全
国
に
戸
籍
を
作
る
こ
と
に
な
り
、
武
士
と
一
部
の
庄
屋
の
み
に

許
さ
れ
て
い
た
苗
字
を
全
住
民
が
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
百
姓
・
町
人

は
今
ま
で
表
面
に
出
せ
ず
、
系
図
や
羽
織
、
提
灯
の
紋
所
な
ど
に
よ
っ
て
残
し
て
来

た
姓
を
付
け
る
者
が
多
か
っ
た
。
ま
た
そ
の
紋
所
に
ょ
っ
て
家
系
の
判
断
を
し
て
姓

を
つ
け
た
者
も
い
た
。
中
に
は
三
〇
〇
年
も
の
長
い
間
使
わ
な
か
っ
た
姓
で
あ
っ
た

五
一
四

た
め
に
、
ど
こ
の
分
家
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
家
も
多
く
、
戸
籍
作
成
に
当
た
っ
て

は
、
戸
長
や
神
主
・
住
職
な
ど
に
つ
け
て
も
ら
っ
た
り
、
山
の
西
側
に
あ
る
か
ら

「
西
山
」
と
か
山
の
上
で

「
山
上
」
、
森
の
下
に
あ
る
か
ら
「
森
之
元
」
と
言
っ
た
よ

う
な
付
け
方
を
し
た
と
も
言
わ
れ
る
。

明
治
四
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
理
由
さ
え
立
て
ば
武
士
の

「
切
捨
て
御
免
」

の
習
が

あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
禁
止
さ
れ
、
明
治
九
年
に
は
帯
刀
も
禁
じ
ら
れ
た
の
で
、
士
、

農
、
工
、
商
の
別
も
な
く
な
り
、
こ
れ
ま
で
実
質
上
最
下
位
で
あ
っ
た
農
民
も
平
等

の
地
位
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

1

区
長
・
戸
長
・
村
長
時
代

明
治
三
年
に
は
代
官
が
廃
止
さ
れ
、
久
万
山
に
い
た
代
官
代
理
の
元
締
が
郡
政
司

と
し
て
維
新
の
郡
政
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
一
年
あ
ま
り
で
農
政
司
と
改
め

ら
れ
た
。
農
政
司
も
一
年
ほ
ど
で
、
大
区
の
区
長
が
こ
れ
に
代
わ
っ
て
郡
の
政
治
を

司
ど
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
間
の
政
務
は
元
久
万
町
村
の
大
庄
屋
会
所
で
行
わ
れ

て
い
た
。

大
区
・
小
区
の
制
度
は
、
明
治
五
年
六
月
に
布
達
さ
れ
て
、
た
だ
ち
に
実
施
さ
れ

た
。
そ
の
後
明
治
七
年
、
同
九
年
と
区
画
の
変
更
が
あ
り
、
明
治
一
一
年
太
政
官

(
政
府
)

の
布
告
に
よ
る
郡
制
が
し
か
れ
る
ま
で
六
年
間
続
い
た
。
都
制
が
し
か
れ

て
か
ら
大
正
一
五
年
ま
で
の
四
六
年
間
は
郡
役
所
(
郡
長
)

に
よ
っ
て
郡
政
が
行
わ

れ
た
。

明
治
七
年
の
行
政
区
画
変
更
時
に
現
久
万
町
に
な
っ
て
い
る
旧
村
々
の
区
別
及
び

役
人
付
を
見
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

大
区
二
会
所
ヲ
置
ク

区
長
、
副
区
長

日
勤



一
・
六
・
の
日

第
七
大
区
々
長

副

区

長

休
暇

枚

正

慎

宮

内

安

貞

梅

木

源

平

小
区
は
大
区
の
中
に
あ
っ
て
、
現
久
万
町
は
第
七
大
区
中
の
人
中
区
に
な
っ
て
お

り
、
小
区
の
事
務
所
は

「
第
何
小
区
取
扱
所
」
と
呼
称
し
て
、
戸
長
あ
る
い
は
組
頭

の
私
宅
で
政
務
を
と
っ
て
い
た
。

小
区
に
取
扱
所
ヲ
置
ク

こ
こ
で
、
実
際
に
事
務
を
と
る
者
は
、
県
よ
り
半
年
交
代
で
派
遣
さ
れ
た
官
員
で

あ
っ
た
。
こ
の
官
員
は
、
「
各
大
区
詰
官
員
心
得
ノ
件
」
と
銘
打
っ
た
二
三
条
か
ら
な

る
心
得
書
に
よ
っ
て
任
務
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
内
の
主
な
も
の
を
拾
っ
て
見

る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
条

一
、
派
出
官
員
は
該
区
内
区
戸
長
ヲ
監
督
シ
テ
専
ラ
事
務
ヲ
調
制
整
頓
シ
兼
テ
人
民
ノ

便
益
ヲ
計
ル
為
メ
ノ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
深
ク
護
民
ノ
大
本
二
着
意
シ
勤
勉
徒
事
竃
モ
怠
リ
ア

ル
事
勿
レ

第
二
条

一
、
几
ソ
事
ヲ
処
ス
ル
其
人
情
向
背
ヲ
熟
知
セ
ス
シ
テ
漫
二
速
成
ヲ
要
シ
将
来
ヲ
徳
ル

ナ
ク
緩
急
宜
シ
キ
ヲ
掛
酌
シ
努
メ
テ
軽
挙
ア
ル
コ
ト
勿
レ

第
三
条

一
、
区
長
以
下
ノ
勤
惰
及
ヒ
能
否
ヲ
監
察
シ
直
二
上
局
へ
密
申
ス
ル
事
ア
ル
ベ
シ

派
遣
官
員
は
区
長
の
監
査
役
を
も
か
ね
て
い
て
、
区
長
と
同
様
の
任
務
が
課
せ
ら

れ
て
い
た
。
当
時
の
区
長
は
仕
事
が
や
り
に
く
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
区
長
事
務

仮
条
例
」
「
戸
長
心
得
諸
言
」
な
ど
に
よ
っ
て
、
今
か
ら
考
え
る
と
全
く
う
そ
の
よ
う

に
制
限
さ
れ
た
政
治
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
区
長
、
戸
長
と
も
に
初
め
の
内
は
も
ち
ろ
ん
官
選
で
あ
っ
た
が
、
明
治

九
年
に
は
仮
規
則
に
よ
っ
て
公
選
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
第
一
回
の
公
選
区
長
が
生

ま
れ
た
も
の
の
、
こ
の
公
選
区
戸
長
も
ほ
と
ん
ど
官
選
に
近
い
観
が
あ
っ
た
。

第
三
章

選

挙

所
長

(
区
長
)

組
頭

一
・
六
・
の
日

一
小
区
々
長

二
名

日
勤

輪
番

休
暇

船

田

健
一
郎

(
東
明
神
村
・
西
明
神
村
・
入
野
村
・
久
万
町
村
・
菅
生
村
・
上
野
尻
村
・
下
野
尻

村
)

二
小
区
々
長

戒

野

鎮

(
上
野
川
村
・
下
畑
野
川
村
・
直
瀬
村
)

人

中
区
々
長

鵜

原

太
郎
次

(
露
峰
村
・
父
野
川
村
・
二
名
村
・
臼
杵
村
)

明
治
五
年
各
村
で
は
版
籍
奉
還
と
同
時
に
約
二
六
〇
年
間
続
い
た
庄
屋
、
組
頭
、

作
改
、
五
人
頭
等
の
村
役
は
廃
止
さ
れ
て
庄
屋
は
里
正
と
呼
称
を
変
え
た
。
そ
の
任

務
も
庄
屋
時
代
の
代
官
の
下
役
で
年
貢
の
取
り
立
て
機
関
の
よ
う
な
も
の
か
ら
、
一

応
住
民
の
代
表
者
と
な
っ
た
。
し
か
し
初
代
の
里
正
は
ほ
と
ん
ど
久
万
で
は
全
員
庄

屋
が
官
選
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
が
、
こ
の
里
正
も
明
治
五
年
の
区
画
の
変
更
さ
れ

る
と
同
時
に
組
頭
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

明
治
七
年
区
画
変
更
時
の
第
七
大
区
一
小
区
の
村
長
(
組
頭
)

を
見
る
と
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

一
小
区
々
長

一
小
区
内
組
頭

船

田

健
一
郎

五
一
五
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束
明
神
村

人
野
村

久
万
町
村

西
明
神
村

上
野
尻
村

菅
生
村

下
野
尻
村

行
政
・
財
政

専
務
一
等
組
頭

専
務
一
等
組
頭

専
務
一
等
組
頭

専
務
二
等
組
頭

専
務
二
等
組
頭

専
務
二
等
組
頭

専
務
三
等
組
頭

松

田

信

衛

山

内

誠
一
郎

山

内

萬

衛

梅

木

正

衛

河

野

通

矩

安

藤

国

人

大

野

近
三
郎

こ
れ
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ま
だ
藩
制
の
名
残
り
が
あ
っ
て
組
頭
に
も
階
級

が
附
さ
れ
て
い
る
の
も
お
も
し
ろ
い
。

明
治
一
〇
年
「
組
頭
選
挙
仮
規
則
」
が
時
の
愛
媛
県
権
令
岩
村
高
俊
に
よ
っ
て
布

達
さ
れ
、
組
頭
は
公
選
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
公
選
と
い
っ
て
も
現
在
の
も
の

と
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
。
規
則
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

組
頭
選
挙
仮
規
則

明
治
一
〇
年
布
達
々
書

各
区
々
長

組
頭
選
挙
仮
規
則
及
試
験
法
別
紙
之
通
相
定
候
条
自
今
右
二
照
準
シ
執
行
可
致
此
団
相

違
候
事

明
治
一
〇
年
四
月
二
一
日

愛
媛
県
権
令

組
頭
選
挙
仮
規
則

岩

村

高

俊

五
一
六

一
、
身
代
限
り
ノ
処
分
ヲ
受
ケ
シ
モ
ノ

第
四
条

組
頭
転
免
死
亡
等
ノ
節
ハ
本
区
戸
長
ヨ
リ
三
日
以
内
二
後
任
選
挙
ノ
儀
ヲ
選
挙

人
二
通
達
ス
ヘ
シ

第
五
条

選
挙
人
ハ
前
条
ノ
通
達
ヲ
受
レ
バ
速
二
町
村
会
議
所
二
集
会
シ
投
票
ヲ
取
締
メ

通
達
ヲ
受
ケ
シ
日
ヨ
リ
五
日
以
内
二
選
挙
人
二
名
以
上
小
区
々
務
所
へ
持
参
戸
長

面
前
ニ
テ
開
城
ス
へ
シ

第
六
条

戸
長
ハ
投
票
ヲ
検
査
シ
其
多
数
ナ
ル
三
名
ヲ
抜
キ
此
規
則
第
二
条
二
照
シ
テ
能

否
ノ
見
込
書
ヲ
添
へ
速
二
区
長
工
差
出
ス
ベ
シ

第
七
条

選
挙
人
於
テ
撰
択
セ
シ
人
物
区
長
二
於
テ
之
ヲ
不
適
任
卜
見
込
ム
ト
キ
ハ
試
験

仮
方
法
二
照
準
シ
試
験
ス
ヘ
シ

第
人
条

町
村
二
於
テ
相
当
ノ
人
物
無
之
卜
選
挙
人
十
分
ノ
六
以
上
二
於
テ
見
込
ム
ト
キ

ハ
連
署
シ
テ
戸
長
ノ
撰
択
ヲ
請
フ
ヘ
シ

組
頭
選
挙
試
験
仮
方
法

組
頭
選
挙
ノ
投
票
、
選
挙
人
ヨ
リ
差
出
シ
開
札
シ
テ
一
番
ヨ
リ
三
番
迄
人
物
、
能
否
於

戸
長
判
然
識
得
シ
カ
タ
キ
時
二
区
長
ハ
開
申
シ
、
大
区
々
務
所
二
右
者
ヲ
一
名
宛
日
ヲ
別

シ
テ
呼
出
シ
、
区
長
ニ
テ
左
ノ
各
日
ノ
如
ク
試
験
ス
へ
シ

第
一
条

本
県
布
告
及
ヒ
達
書
ノ
類
ヲ
授
ケ
通
読
セ
シ
ム
ヘ
シ

第
二
条

筆
硯
ヲ
授
ケ
送
籍
状
等
ノ
如
キ
普
通
ノ
公
文
ヲ
二
三
行
書
セ
シ
ム
へ
シ

第
三
条

算
盤
ヲ
把
ラ
シ
メ
テ
加
減
乗
除
ヲ
試
ム
へ
シ

明
治
十
年
五
月
三
日
第
一
条
改
定

第
一
条
一
町
村
ノ
町
村
議
事
役
ヲ
以
選
挙
人
ト
ス

第
一
条

其
小
区
内
ノ
町
村
会
議
事
役
ヲ
以
テ
選
挙
人
ト
ス

第
二
条

組
頭
タ
ル
ヲ
得
ル
人
ハ
該
小
区
議
事
役
ヲ
始
メ
在
籍
ノ
者
ニ
テ
年
令
二
十
歳
以

上
ニ
シ
テ
品
行
正
直
通
常
ノ
資
産
ヲ
有
ス
ル
者
二
限
ル
へ
シ

第
三
条

左
二
掲
ク
ル
者
ハ
組
頭
タ
ル
ヲ
得
ス

一
、
懲
役
一
年
以
上
ノ
刑
ヲ
受
ケ
シ
モ
ノ

こ
の
よ
う
な
布
達
に
よ
る
公
選
で
あ
っ
た
た
め
に
、
選
挙
の
結
果
一
位
の
も
の
が

必
ず
し
も
組
頭
と
な
っ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
区
長
な
り
戸

長
に
信
任
さ
れ
た
も
の
が
組
頭
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
自
分
の
村
に
適
当
な
人
物

が
な
い
た
め
に
同
じ
小
区
内
の
他
の
村
の
者
を
組
頭
に
選
挙
し
、
借
組
頭
の
例
も
久



万
町
で
は
多
い
。
非
常
に
お
も
し
ろ
い
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
そ
の
当
時
の
議
事
役

と
は
今
の
町
会
議
員
に
当
た
る
が
、
そ
の
人
数
が
、
最
高
の
久
万
町
村
で
も
一
七
名

で
、
そ
の
他
の
村
は
九
名
か
ら
一
三
名
ま
で
で
あ
っ
た
。
九
名
で
選
挙
し
、
一
位
四

票
、
二
位
三
票
、
三
位
二
票
と
な
り
、
第
三
位
で
二
票
の
得
票
で
あ
っ
た
が
、
戸
長

の
信
任
厚
く
ま
た
、
そ
の
手
腕
も
勝
っ
て
い
た
の
で
組
頭
に
な
っ
た
例
な
ど
も
明
神

に
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

そ
の
後
明
治
一
七
年
二
月
に
は
ま
た
元
に
戻
っ
て
組
頭
官
選
に
な
り
、
明
治
二
三

年
町
村
制
実
施
ま
で
は
県
知
事
に
よ
っ
て
任
命
を
さ
れ
た
。

町
村
制
実
施
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
後
の
普
通
選
挙
に
な
る
ま
で
議
会
議
員

に
よ
る
選
挙
が
続
い
た
が
、
官
選
か
ら
公
選
に
な
り
ま
た
官
選
、
公
選
、
普
選
と
、

め
ま
ぐ
る
し
い
変
遷
を
し
て
き
た
。
普
通
選
挙
の
現
在
を
除
い
て
は
、
官
選
、
公
選

の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
前
述
の
通
り
公
選
に
し
て
も
、
一
般
住
民
の
意
志
は
全
然
と
り

入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

三

国

の

選
挙

衆
議
院
議
員
選
挙
は
明
治
一
四
年
「
国
会
開
設
に
関
す
る
大
詔
」
が
換
発
さ
れ
て

か
ら
九
年
目
、
つ
ま
り
、
明
治
二
三
年
七
月
一
日
に
第
一
回
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。

む
ろ
ん
制
限
選
挙
で
あ
っ
て
、
選
挙
権
者
は
年
齢
満
二
五
歳
以
上
の
男
子
で
、
し
か

も
直
接
国
税
一
五
円
以
上
を
納
め
て
い
る
も
の
に
限
ら
れ
て
い
た
。

当
時
、
米
一
升
六
銭
と
い
う
こ
ろ
な
の
で
、
一
五
円
の
直
接
国
税
を
納
め
る
者
は
、

よ
ほ
ど
の
所
得
を
も
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

表
に
あ
る
よ
う
に
総
人
口
の
一
・
一
三
%
し
か
有
権
者
が
な
か
っ
た
。

第
二
回
は
未
曽
有
の
政
府
大
干
渉
と
な
っ
た
選
挙
で
、
警
察
官
自
ら

「
だ
れ
に
投

第
三
章

選

挙

票
し
ろ
、
だ
れ
に
は
投
票
し
て
は
な
ら
ぬ
」
と
脅
し
て
歩
い
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
警

吏
、
郡
更
、
市
町
村
更
も
こ
と
ご
と
く
吏
党
の
た
め
に
奔
走
し
、
役
所
に
は
人
影
が

な
か
っ
た
ほ
ど
と
い
わ
れ
た
。

第
七
回
(
明
治
三
五
年
)
か
ら
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
て
有
権
者
は
直
接
国
税
一
五
円

か
ら
一
〇
円
と
な
っ
た
。
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
有
権
者
は
全
国
で
四
五
万
か
ら
一
〇

〇
万
人
に
増
加
し
た
が
、
婦
人
は
政
治
結
社
に
加
入
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
政
治

演
説
を
聞
く
自
由
さ
え
禁
止
さ
れ
て
い
た
。

大
正
八
年
の
第
一
四
回
総
選
挙
か
ら
は
直
接
国
税
一
〇
円
が
三
円
に
切
り
下
げ
ら

れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
有
権
者
は
三
〇
〇
万
人
に
な
っ
た
。
大
正
一
四
年
、
多
年
の

衆議院議員総選挙有権者数詞(全国)

総選挙別 選 挙 期 日 

有権者数 人 口 

人口に対 する有権 者の比率 

(千人) (千人) 

第1回 明治23.7.1 451 39,902 % 1.13 

第7回 明治35.8.10 983 44,964 2.18 

第14回 大正9.5.10 3,065 50,470 5.50 

第16回 昭和3.2.20 12,408 62,070 19.98 

第17回 昭和5.2.20 12,652 63,872 19.81 

第18回 昭和7.2.20 12,015 65,890 18.23 

第19回 昭和11.2.20 14,304 69,590 20.55 

第20回 昭和12.4.30 14,075 70,040 20.10 

第21回 昭和17.4.30 14,594 72,300 20.19 

第22回 昭和21.4.10 36,878 75,800 48.65 

第23回 昭和22.4,25 40,908 78,101 52.38 

第24回 昭和24.1.23 42,105 81,780 51.49 

第25回 昭和27.10.1 46,773 85,900 54.45 

第26回 昭和28.4.19 47,090 86,800 54.25 

第27回 昭和30.2.27 49,235 88,700 55.51 

第28回 昭和33.5.22 52,014 91,690 56.62 

第29回 昭和35.11.20 54,313 93,490 58.09 

第30回 昭和38.11.21 58,282 96,240 60.56 



第
五
編

行
政
・
財
政

念
願
が
か
な
っ
て
男
子
に
よ
る
普
通
選
挙
制
が
確
立
、
昭
和
三
年
二
月
二
〇
日
第
一

六
回
総
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
が
ま
た
第
二
回
総
選
挙
と
同
じ
く
官
憲
の
権
力
を

悪
用
し
た
選
挙
に
な
り
、
選
挙
の
干
渉
と
圧
迫
が
加
え
ら
れ
た
。
野
党
に
対
し
て
は

言
論
や
文
書
戦
を
極
端
に
抑
圧
し
、
与
党
に
対
し
て
は
す
こ
ぶ
る
寛
大
な
態
度
を
示

し
た
。
官
憲
は
与
党
の
買
収
さ
え
黙
認
す
る
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
二
一
年
四
月
一
〇
日
の
第
二
二
回
の
総
選
挙
か
ら
現
在
の
よ
う
に

女
性
を
ま
じ
え
た
普
通
選
挙
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

貴
族
院
議
員
第
一
回
選
挙
は
衆
議
院
議
員
選
挙
よ
り
二
〇
日
前
に
行
わ
れ
た
。

貴
族
院
議
員
の
構
成
は
、
皇
族
・
華
族
・
勅
選
・
多
額
納
税
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ

て
い
た
。
皇
族
は
成
人
男
子
全
員
が
議
員
・
華
族
の
内
、
公
爵
と
侯
爵
は
全
員
・
伯

爵
・
子
爵
・
男
爵
は
互
選
に
よ
り
三
分
の
一
を
選
出
し
、
更
に
勅
選
議
員
・
多
額
納

税
者
議
員
と
い
う
の
が
あ
り
、
合
計
二
七
六
名
が
決
定
さ
れ
た
。
当
時
愛
媛
県
で
は

多
額
納
税
者
一
五
名
で
一
名
の
議
員
を
選
出
し
た
。

四

地
方
選
挙

1

県

議

会

愛
媛
県
に
お
け
る
県
議
会
の
草
分
け
は
、
全
国
に
県
議
会
が
で
き
た
明
治
一
二
年

よ
り
七
年
も
前
の
、
明
治
五
年
五
月
に
石
鉄
県
(
旧
松
山
藩
が
松
山
県
と
な
り
次
に
石
鉄

県
と
改
称
し
た
)
の
参
事
(
知
事
)
本
山
茂
住
が
「
石
鉄
県
衆
議
会
」
を
作
っ
た
の
が
始

ま
り
で
あ
る
。
こ
の
議
会
の
要
領
は
、
毎
月
七
日
を
会
議
日
と
き
め
て

「
土
民
中
意

見
あ
る
も
の
出
頭
し
て
建
議
す
べ
し
」
と
布
告
し
、
更
に
翌
年
の
一
月
に
は

「
石
鉄

県
集
議
所
」
と
改
称
さ
れ
た
が
、
そ
の
趣
旨
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

「
県
官
は
人
民
に
代
っ
て
事
を
司
る
も
の
に
し
て
、
人
民
の
総
代
と
も
い
ふ
べ
し
、
人
ご

五
一
人

と
に
議
す
べ
か
ら
ず
。

人
民
に
代
っ
て
議
す
べ
き
権
あ
る
は
、
戸
長
等
の
村
吏
お
よ
び
富
豪
人
等
な
り
、
故
に
こ

れ
を
議
員
と
定
め
、
毎
月
一
五
日
を
会
期
と
し
、
庁
中
に
議
場
を
開
く
。
人
民
意
見
あ
る

者
は
何
人
に
て
も
出
席
を
得
、
若
し
事
故
あ
ら
は
、
書
面
を
以
て
建
議
す
る
も
妨
げ
な

し
。
」

と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
や
や
特
権
意
識
は
潜
ん
で
い
て
も
、
民
権
思
想
は
、
は
っ

き
り
貫
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
後
明
治
一
〇
年
五
月
に

「
愛
媛
県
会
規
則
」
が
各
大
、
小
区
長
に
伝
達
さ
れ

た
。
そ
の
内
容
は

「
県
会
綱
領
・
議
員
選
挙
規
則
・
議
事
規
則
・
雑
則
」

の
四
章
、

五
五
条
に
わ
か
れ
て
い
て
、
人
口
二
万
に
対
し
て
議
員
一
名
の
割
合
に
な
っ
て
い
た
。

当
時
は
現
在
の
香
川
県
も
含
め
た
も
の
が
愛
媛
県
で
あ
っ
た
時
代
で
、
議
員
定
数
は

伊
予
か
ら
三
九
人
、
讃
岐
か
ら
三
一
人
を
選
び
任
期
は
二
年
と
し
た
。

伊
予
各
郡
の
議
員
定
数
は

宇

摩

郡

周
布
・
桑
村
両
郡

野
間
・
風
早
両
郡

上

浮

穴

郡

喜

多

郡

宇
和
町
地
区

北

宇

和

郡

で
あ
っ
た
。

仮
規
則
の
前
文
に
よ
る
と
、

新

居

郡

越

智

郡

畑
蕪
南
棟
郡

伊

予

郡

西

宇

和

郡

野

村

地

区

南

宇

和

郡

一 一 三 二 六 五 三

「
凡
ソ
県
内
大
小
ノ
事
、
衆
庶
ノ
公
議
二
田
テ
サ
レ
ハ
平
等
中
正
ノ
議
ヲ
尽
ス
ヲ
得
ス
。

然
レ
ト
モ
管
下
人
民
壱
百
三
十
徐
万
、
人
毎
二
諮
り
戸
毎
二
絢
ル
日
モ
亦
足
ラ
ス
ト
ス
、



此
故
二
自
今
公
選
ノ
方
ヲ
以
テ
人
民
ノ
代
議
人
ヲ
定
メ
、
本
県
々
会
ヲ
開
設
セ
シ
メ
永
ク

公
明
ノ
利
益
二
係
ラ
シ
メ
ン
ト
ス
、
此
段
布
達
侯
事
」

こ
の
規
則
に
よ
っ
て
五
月
の
第
四
水
曜
日
に
第
一
回
の
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
規
則

に
よ
る
と
議
員
の
資
格
は
、
そ
の
大
区
内
の
居
住
者
で
、
地
面
、
家
作
等
の
不
動
産

を
所
有
し
て
い
る
二
〇
歳
以
上
の
戸
主
で
あ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
立

候
補
の
制
限
が
な
く
、
選
挙
人
二
に
対
し
被
選
挙
人
が
一
の
割
合
で
、
か
な
り
の
混

乱
が
予
想
さ
れ
た
が
、
そ
の
結
果
は
予
想
外
に
票
が
集
中
し
て
、
さ
し
て
混
乱
は
起

こ
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
結
果
、
第
一
四
大
区
か
ら
は
久
万
町
村
の
鶴
原
太
郎
次
が
当
選
し
た
。
他
の

地
区
で
は
当
選
者
が
、
あ
わ
て
て
辞
退
す
る
者
、
病
気
を
理
由
に
辞
退
す
る
も
の
な

ど
が
相
次
い
で
出
た
そ
う
で
あ
る
。

第
一
回
県
会
は
、
明
治
一
〇
年
六
月
二
二
日
、
二
番
町
実
学
所
の
後
身
、
愛
媛
県

変
則
中
学
北
予
学
校
で
開
く
旨
、
各
議
員
に
通
知
さ
れ
た
が
、
歳
費
は
な
く
、
旅
費
、

日
当
を
支
給
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
み
ん
な
真
剣
で
あ
っ
た
か
ら
、
山
坂

を
越
え
て
三
日
も
前
か
ら
松
山
に
集
ま
っ
た
。
欠
席
の
手
続
き
も
き
び
し
か
っ
た
。

病
気
の
た
め

「
御
暇
願
」

を
出
し
、
こ
れ
に
区
長
、
医
師
の
証
明
書
を
つ
け
て
提
出

す
る
議
員
や
、
「
欠
席
謝
罪
状
」

を
出
し
た
議
員
も
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
開
会
の
前
日
に
は
全
員
が
会
場
に
臨
み
、
県
令
岩
村
高
俊
は
議

員
を
前
に
し
て
挨
拶
及
び
訓
辞
を
行
っ
た
。
そ
の
時
の
議
事
録
を
見
る
と
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

「
県
会
議
場
二
臨
ミ
全
議
員
ヲ
整
列
セ
シ
メ
、
今
般
ノ
来
会
ヲ
慰
問
シ
、
次
二
議
員
二
向

ツ
テ
演
述
シ
テ
ィ
ワ
ク
、
今
回
頒
布
ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
県
会
仮
規
則
第
三
ノ
条
ノ
如
ク
議
長

以
下
ノ
役
員
ヲ
選
挙
ス
ベ
シ
ト
イ
エ
ト
モ
、
東
西
遠
隔
ノ
議
員
常
二
交
際
ア
ル
ニ
非
ス
、

第
三
章

選

挙

故
二
議
長
以
下
役
員
ヲ
投
票
ス
ル
ノ
見
度
恐
ラ
ク
ハ
目
下
立
チ
難
カ
ラ
ン
カ
、
モ
ツ
テ
今

仮
リ
ニ
両
三
日
ハ
県
会
ノ
特
選
ヲ
モ
ツ
テ
、
各
役
員
ヲ
定
ム
ル
カ
如
何
、
都
築
温
答
へ
テ

ィ
ワ
ク
、
当
分
県
会
ノ
特
選
ヲ
可
ト
ス
松
本
貫
四
郎
ポ
カ
両
三
名
、
異
議
ア
リ
。
」

こ
の
期
間
中
に
議
長
小
林
信
近
が
選
挙
さ
れ
、
「
民
費
、
学
費
、
警
察
費
」
な
ど
の

予
算
案
が
、
主
な
議
題
で
あ
っ
た
。
第
二
回
は
明
治
一
一
年
四
月
一
二
日
か
ら
一
六

日
間
開
か
れ
、
第
一
回
と
同
じ
く

「
民
費
、
学
費
、
警
察
費
」

の
予
算
が
主
な
議
題

で
あ
っ
た
。

同
年
七
月
に
は
国
の
法
規
に
よ
る
府
県
会
規
則
が
で
き
た
の
で
、
特
設
県
会
は
二

回
で
終
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

太
政
官
布
告
に
よ
る

「
府
県
会
規
則
」

に
よ
る
と
、
被
選
挙
人
は
満
二
五
歳
以
上

の
男
子
で
、
そ
の
府
県
内
に
本
籍
を
定
め
て
三
年
以
上
居
住
し
、
そ
の
府
県
内
に
お

い
て
地
租
一
〇
円
を
納
め
る
者
で
あ
る
こ
と
。
選
挙
人
は
満
一
一
〇
歳
以
上
の
男
子
で

地
租
五
円
以
上
納
め
る
人
、
と
な
っ
て
い
た
。

議
員
の
任
期
は
四
年
で
あ
っ
た
が
、
二
年
ご
と
に
半
数
を
改
選
す
る
定
め
で
あ
っ

た
の
で
、
第
一
回
の
二
年
期
の
議
員
は
改
選
す
る
も
の
を
抽
選
で
退
任
を
定
め
た
。

当
初
の
議
員
で
上
浮
穴
郡
関
係
者
を
挙
げ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

明
治
一
〇
年

明
治
一
三
年

明
治
一
五
年

仮
設
県
会

一
四
大
区

鶴

原

太
郎
次

一
小
区
久
万
町
村

平
民

上
浮
穴
郡
改
選
な
し

半
数
改
選

上
浮
穴
郡

五
一
九

明
治
二
一
年

明
治
二
二
年

梅

木

源

平

西
明
神

上
浮
穴
郡
改
選
な
し

県
議
名

二

宮

益

雄

小
田
町
村

平
民
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佐

伯

義
一
郎

久
万
町
村

加

藤

彰

明
治
二
三
年

半
数
改
選

山

内

門
十
郎

弘
形
相

明
治
二
五
年

半
数
改
選

平
民

山

内

誠
一
郎

明
神
村

平
民
村
長

井

部

栄

治

八

木

菊
次
郎

田

中

執

吉

岡

好

古

中

田

千

鶴

大

野

貴

義

久
万
町

久

万

町

明

神

美
川
村

父

二

峰

畑
野
川

五
二
〇

明
治
三
二
年

議
員
名

二

宮

篤
三
郎

石
山
村

上
浮
穴
郡
選
出
県
会
議
員
名

平
民
商

鶴

原

太
郎
次

梅

木

源

平

二

宮

益

雄

佐

伯

義
一
郎

加

藤

彰

二

宮

篤
三
郎

久

松

定

夫

山

内

門
十
郎

船

田

武

平

大

西

平
三
郎

高

橋

清
一
郎

正

岡

慶

三

都

築

九

平

菊

地

卯

平

大

野

助

直

新

谷

善
三
郎

背

広

綱

久
万
町
村

西

明
神

小
田
町
村

久
万
町
村

石
山
村

田
渡
村

有

枝

久
万
町

久
万
町

久
万

町

西

明
神

小
田
町
村

参

川

田

渡

仕
七
川

面

河

昭
和
四
二
年
よ
り
定
員
一
名
と
な
る
。

中

田

千

鶴

二
期

昭
和
五
十
年
四
月
十
三
日
ま
で

小

田

慶

孝

(
久
万
)

昭
和
五
十
年
四
月
よ
り
現
在

2

区

会

明
治
一
〇
年
布
達
々
書
甲
第
百
拾
七
号
に
よ
っ
て
布
達
さ
れ
た
小
区
会
要
綱
は
つ

ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

小
区
会
開
設
ノ
儀
、
県
会
議
長
上
申
ノ
趣
モ
有
之
処
自
今
難
致
詮
議
候
間
、
民
費
賦
課
与

法
等
ヲ
始
メ
小
区
会
議
ヲ
開
設
セ
サ
レ
バ
実
際
差
支
候
場
合
二
於
テ
ハ
、
各
町
村
会
議
事

役
ヲ
以
テ
臨
時
中
区
会
取
開
キ
可
申
、
此
段
布
達
候
事

但
、
議
員
三
〇
名
ヨ
リ
多
カ
ラ
ス
一
三
名
ヨ
リ
少
カ
ル
へ
カ
ラ
ス
。

明
治
九
年
七
月
三
十
一
日

愛
媛
県
権
令

岩

村

高

俊

愛
媛
県
大
区
会
仮
規
則
は
六
〇
条
か
ら
な
る
長
文
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
主
な

部
分
を
ひ
ろ
っ
て
み
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
条

此
会
議
ハ
各
小
区
ヨ
リ
各
一
人
ノ
代
議
員
ヲ
撰
ヒ
名
大
区
内
専
ラ
人
民
ノ

協
議
二
依
ル
即
チ
第
四
十
一
条
二
掲
ル
カ
如
キ
条
款
ヲ
議
ス
ル
ノ
会
ニ
シ
テ
、

毎
年
二
度
開
ク
ヲ
常
例
ト
ス
。
臨
時
会
議
ハ
議
員
十
分
ノ
六
以
上
申
立
ア
ル

バ
速
二
之
ヲ
開
ク
モ
ノ
ト
ス

第
十
二
条

撰
挙
人
ハ
其
ノ
小
区
内
二
居
住
シ
地
面
、
家
作
等
ノ
不
動
産
ヲ
所
有
セ
ル



第
十
六
条

第
三
十
一
条

戸
主
年
齢
廿
歳
以
上
ノ
者
タ
ル
へ
シ
、
尤
戸
主
卜
艶
も
婦
人
ハ
此
教
卓
二
人

ル
ヲ
得
ス
、
但
当
分
町
村
会
ノ
議
員
人
民
二
代
リ
テ
選
挙
ス
ル
モ
妨
ケ
ナ
シ

ト
離
モ
成
ル
可
ク
本
法
ヲ
用
ユ
へ
シ

隔
年
九
月
一
日
ヲ
以
テ
公
選
ノ
定
日
ト
ス

議
員
定
数
ハ
一
小
区
毎
-
二
員
ト
ス
、
尤
モ
二
十
小
区
以
内
ノ
大
区
ハ
二

十
員
ヲ
充
ス
ヲ
法
ト
ス

第
四
十
一
条

大
区
会
二
於
テ
議
事
ノ
要
領
ト
ス
ル
条
款
左
ノ
如
シ

一
、
小
区
費
ノ
幸

二
、
民
積
ノ
事

三
、
取
締
安
寧
及
風
教
ノ
事

四
、
学
校
及
ヒ
病
院
、
貧
院
等
ノ
事

五
、
物
産
ヲ
興
シ
及
ヒ
荒
無
地
ヲ
開
墾
ス
ル
等
ノ
事

六
、
水
陸
運
輸
ノ
便
ヲ
起
ス
事

七
、
道
路
、
堤
防
、
橋
梁
、
用
水
ノ
事

3

町

村

会
(
郡
)

明
治
八
年
三
月
三
〇
日
愛
媛
県
令
岩
村
高
俊
に
よ
っ
て

「
町
村
会
議
心
得
」

や

「
町
村
会
議
仮
規
則
」
が
布
達
さ
れ
、
全
国
に
さ
き
が
け
て
五
月
一
日
に
町
村
会
議

の
、
第
一
回
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

選
挙
の
資
格
者
は
地
面
、
家
作
等
の
不
動
産
を
所
有
し
て
い
る
満
一
八
歳
以
上
の

男
子
に
限
ら
れ
て
お
り
、
被
選
挙
者
の
立
候
補
制
は
な
く
、
区
戸
長
、
取
締
番
人

(
後
の
警
察
官
)
、
教
職
員
、
現
役
軍
人
は
議
員
を
兼
務
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
定
め

で
あ
っ
た
。

同

六
百
壱

同
壱
千
壱

同
壱
千
五
百
壱

同
弐
千
壱

同
弐
千
五
百
壱

同
参
千
壱

同
参
千
五
百
壱

至

壱
千

至

壱
千
五
百

至

弐
千

至

弐
千
五
百

至

参
千

至

参
千
五
百

至

四
千

一
五
員

一
七
員

一
九
員

二
一
員

二
三
貝

二
六
員

二
八
員

任
期
は
二
年
、
毎
年
五
月
一
日
が
選
挙
日
で
あ
り
議
員
半
数
が
改
選
さ
れ
た
。

選
挙
は
一
同
出
席
し
て
衆
人
の
前
で
一
人
ず
つ
入
札
を
し
た
、
当
時
は
印
刷
が
普

及
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
入
札
用
紙
は
小
判
紙
の
白
紙
に
毛
筆
を
も
っ
て
、

第
何
何
大
区
第
何
小
区
久
万
町
村

平
民

草

野

良

助

右
之
者
当
村
議
事
役
二
適
合
ノ
見
込
二
俣
也

第
何
何
大
区
第
何
小
区
久
万
町
村
二
〇
番
地

平

山

源

作

㊥

議
事
役
(
現
在
の
議
員
)

の
定
数
は

人
口
三
百
以
下
ノ
町
村
二
於
テ
ハ

同

三
百
壱

至

六
百

第
三
章

選

挙

と
、
書
い
て
入
札
を
し
た
。

集
ま
っ
た
者
全
員
の
入
札
が
終
わ
る
と
開
票
を
し
た
が
、
開
票
も
入
札
を
一
枚
一

枚
高
声
に
読
み
上
げ
る
方
法
で
行
わ
れ
た
。
開
票
が
終
わ
る
と
、
第
一
位
の
当
選
者

が
、
会
頭
(
現
在
の
議
長
)
と
な
り
、
そ
の
他
の
当
選
者
の
互
選
を
も
っ
て
諸
掌
三
名

を
選
ん
だ
。
会
頭
は
会
の
規
則
を
掌
り
、
衆
議
を
判
決
す
る
任
務
を
有
し
会
議
の
席

で
は
自
己
の
論
を
発
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
諸
掌
は
本
会
一
切
の
雑
事
及

び
記
録
、
費
用
等
の
管
掌
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
会
頭
、
諸
掌
、

一
般
議
事
役
と
も
に
県
の
規
定
に
よ
っ
て
す
べ
て
無
給
で
し
か
も
、
普
通
弁
当
の
外

は
た
と
え
自
費
で
あ
っ
て
も
み
だ
り
に
飲
食
を
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。

五
二
一
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こ
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
村
会
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
審
議
し
た
か
を
次
に

記
し
て
参
考
と
す
る
。

第
五
章

議
事
ノ
条
款

第
一
条

町
村
会
二
於
テ
議
事
ヲ
要
務
ト
ス
ル
条
款
左
ノ
如
シ

一
、
官
命
ノ
主
旨
ヲ
遵
守
シ
旧
弊
ヲ
除
キ
開
化
ヲ
進
ル
事

二
、
町
村
限
リ
ノ
費
用
ヲ
定
ム
ル
事

四
、
他
向
二
対
シ
其
醐
ノ
名
義
ヲ
以
テ
原
告
又
ハ
被
告
ト
ナ
リ
詞
論
及
ヒ
同
名
義

ヲ
以
テ
借
金
並
返
済
ノ
事

五
、
組
頭
以
下
ノ
人
員
、
給
料
ヲ
取
極
メ
及
ヒ
公
選
入
札
ノ
事

六
、
金
敷
ヲ
蓄
積
シ
テ
以
テ
非
常
災
害
二
億
フ
ル
事

七
、
学
校
ヲ
設
立
シ
子
弟
ヲ
シ
テ
学
二
就
カ
シ
ム
ル
事

八
、
貧
民
ヲ
救
皿
シ
棄
児
ヲ
養
育
二
及
ヒ
病
院
ヲ
興
シ
帰
籍
ノ
者
ヲ
常
産
二
就
カ

シ
ム
ル
等
ノ
事

九
、
盗
賊
乱
暴
ノ
者
等
総
テ
人
民
ノ
妨
得
ヲ
ナ
ス
ヲ
取
締
及
ヒ
其
費
用
ヲ
定
ム
ル

事
十
、
其
町
村
内
ノ
道
路
橋
梁
ヲ
修
繕
シ
及
ヒ
水
路
ヲ
流
通
シ
堤
防
ヲ
堅
牢
ニ
ス
ル

等
ノ
事

十
一
、
地
ノ
宜
シ
キ
ヲ
商
り
物
産
ノ
利
ヲ
起
ス
事

十
二
、
水
火
難
手
当
ノ
事

十
三
、
其
町
村
共
有
ノ
品
物
ヲ
売
払
ヒ
又
ハ
質
入
等
ノ
事

十
四
、
県
社
以
下
祭
典
料
、
営
繕
費
並
神
官
へ
ノ
奉
祭
料
等
ノ
事

明
治
一
七
年
七
月
一
〇
日
県
令
関
新
平
代
理
、
愛
媛
県
大
書
記
官
湯
川
章
に
よ
っ

て

「
町
村
会
規
則
」
が
布
達
さ
れ
、
各
町
村
と
も
議
員
の
大
幅
減
員
を
行
っ
た
。

西
明
神
村
の
例
を
と
る
と
戸
数
三
〇
〇
余
り
で
、
議
員
定
数
≡
一
名
だ
っ
た
の
が
、

五
二
二

一
挙
に
人
名
減
ら
さ
れ
て
、
五
名
の
議
員
が
村
政
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
各

町
村
で
も
町
村
会
規
則
第
三
条
に

「
町
村
会
議
員
ハ
其
町
村
五
百
戸
未
満
五
人
、
五

百
戸
以
上
八
百
戸
迄
六
人
、
八
百
戸
以
上
三
百
戸
毎
二
一
名
ヲ
増
ス
」

と
、
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
の
で
、
各
村
の
定
数
が
は
か
り
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
第
四
条
に
よ
っ
て
、

「
議
員
ハ
俸
給
、
旅
費
、
日
当
ヲ
給
セ
ス
」

と
あ
っ
て
、
ほ
ん
と
う
に
奉
仕
的
な
職

務
で
あ
っ
た
。
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
任
期
二
年
か
ら
六
年
と
な
り
、
三
年
ご
と
に
半

数
が
改
選
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
明
治
二
二
年
、
町
村
制
実
施
に
よ
っ
て
、
選
挙
法

が
改
正
さ
れ
る
ま
で
続
い
た
。
当
選
し
た
議
員
は
県
知
事
あ
て
に
請
書
を
提
出
し
、

清
廉
と
潔
白
を
ち
か
っ
た
。
請
書
の
例
を
あ
げ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

請

書

今
般
本
県
甲
第
百
三
六
号
ヲ
以
テ
区
町
村
会
法
改
正
二
付
議
員
改
選
某
等
這
回
我
村
会
議

員
ノ
選
二
瘡
レ
リ
某
等
之
シ
テ
皇
天
上
帝
二
暫
ヒ
清
廉
卜
勉
励
ト
ヲ
以
テ
公
平
ノ
議
論
ヲ

尽
シ
其
ノ
責
任
ヲ
負
担
ス
ヘ
シ
依
テ
受
取
差
出
侯
也

上
浮
穴
郡
西
明
神
村
千
九
十
番
地

平
民

同
郡
同
村
九
百
五
十
六
番
地

同
郡
同
村
千
百
五
十
六
番
地

同
郡
同
村
参
百
二
十
番
地

同
郡
同
村
五
百
二
十
三
番
地

小

倉

団
十
郎

平
民

宇
都
宮

友
三
郎

平
民

宇
都
宮

七
三
郎

平
民

正

岡

久
米
蔵

平
民

正

岡

彦
五
郎

明
治
二
一
年
(
一
八
八
人
)
四
月
に
交
布
さ
れ
二
二
年
四
月
よ
り
実
施
さ
れ
た
市
町



村
制
に
よ
る
と
、
こ
の
制
度
は
市
、
町
、
村
の
自
治
体
を
認
め
る
と
同
時
に
住
民
の

権
利
と
義
務
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
町
村
の
執
行
機
関
で
あ
る
町
村
長
は
町

村
会
で
選
挙
を
行
い
、
知
事
の
認
可
を
受
け
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

市
町
村
議
会
議
員
の
選
挙
は
選
挙
権
、
被
選
挙
権
と
も
に
満
二
五
歳
以
上
の
独
立

し
て
い
る
男
子
で
、
二
年
以
上
引
き
続
き
そ
の
市
町
村
に
居
住
し
て
い
る
住
民
で
あ

り
、
市
町
村
の
負
担
を
分
担
し
そ
の
上
、
直
接
国
税
二
円
以
上
又
は
地
租
を
納
め
て

い
る
者
に
限
ら
れ
て
い
た
。

更
に
等
級
選
挙
制
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
市
議
会
議
員
の
場
合
は
三
級
制
を
採
用

昭和15年頃の久万町議会議員と議会場

し
、
町
村
で
は
二
級
制
を
採
用
し

た
。

二
級
制
と
は
村
税
個
人
納
付
額

に
よ
っ
て
上
下
の
二
階
級
に
し
た

も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
定
め
方
は

町
村
税
の
個
人
割
額
の
上
位
の
者

よ
り
順
次
と
り
、
町
村
税
総
額
の

半
ば
に
い
た
る
ま
で
の
人
数
を

も
っ
て
一
級
と
し
、
そ
れ
以
下
の

者
を
も
っ
て
二
級
の
選
挙
人
と
し

た
。
一
級
、
二
級
で
そ
れ
ぞ
れ
町
村

議
会
議
員
定
数
の
半
数
ず
つ
を
選

挙
す
る
方
法
で
あ
っ
た
。
明
神
村

の
例
を
表
に
よ
っ
て
説
明
す
る
と
、

明
治
四
二
年
の
明
神
村
の
村
税

租税並びに毎戸負担及び選挙有資格者数(明神町)

種目 

国 税 
毎 戸 

県 税 
毎 戸 

村 税 
毎 戸 

衆議院 選挙資 格者 県会議 員選挙 資格者 村会議 員選挙 資格者 年次 
負担額 負担額 負担額 

明治33年 

円 円 円 円 円 円 名 名 名 

2,793.353 7.61 l,509.057 3.811 779.086 1.968 18 95 507 

明治34年 2,129.872 5.365 1,658.159 4.177 946.920 2.385 37 90 511 

明治35年 2,157.337 5.463 1,684.850 4.265 969.330 2.454 39 101 454 

明治36年 2,168.706 5.423 1,691.650 4.229 977.820 2.445 38 93 457 

明治37年 2,652.366 6.598 1,240.630 3.086 877.460 2.183 58 99 494 

明治38年 3,792.740 9.435 l,242.440 3.091 902.090 2.244 56 109 423 

明治39年 3,786.327 9.326 1,369.700 3.374 949.560 2.339 74 124 409 

明治40年 3,876.779 9.620 2,148.189 5.330 1,087.440 2.698 71 116 433 

明治41年 3,920.005 9.751 2,189.877 5.447 1タ271.770 3.164 70 119 445 

明治42年 4,056.420 10.141 2,080.141 5.200 1,690.600 4.227 67 119 458 

第
三
章

選

総
額
は
一
六
九
〇
円
六

〇
銭
で
、
選
挙
資
格
者

は
四
五
八
名
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
時
の
明
神

村
の
議
員
定
数
は
一
二

名
で
あ
っ
た
。
な
お
こ

の
年
の
最
高
納
税
者
は
、

一
〇
四
円
二
五
銭
で
あ

り
、
次
点
よ
り
順
次
加

算
し
て
二
二
名
で
八
四

五
円
三
二
銭
と
な
り
、

こ
の
二
二
名
が
一
級
で

残
り
の
四
三
六
名
が
二

級
と
な
る
。
し
た
が
っ

て
一
級
は
二
二
名
で
六

名
の
議
員
を
選
出
し
、

二
級
は
四
三
六
名
で
六

名
の
議
員
を
選
挙
す
る

方
法
で
あ
っ
た
。

現
在
の
普
通
選
挙
か

ら
考
え
る
と
ず
い
ぶ
ん

変
わ
っ
た
方
法
で
あ
っ

た
。

五
二
三



第
五
編

行
政
・
財
政

こ
れ
を
、
昭
和
四
二
年
度
の
久
万
町
町
民
税
で
試
算
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。住

民
税
総
額
一
四
〇
〇
万
円
、
納
税
者
数
三
五
六
〇
名
。
最
高
納
税
者
個
人
税
額

九
三
万
円
。
二
四
人
で
七
〇
〇
万
円
と
な
り
、
一
三
名
の
議
員
を
選
出
す
る
こ
と
に

な
る
。
そ
し
て
、
残
り
三
四
四
六
人
で
七
〇
〇
万
円
と
な
っ
て
、
一
三
名
の
議
員
を

出
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

昭
和
二
二
年
町
村
議
会
議
員
選
挙
も
男
、
女
と
も
満
二
〇
歳
以
上
の
者
は
全
員
選

挙
が
で
き
、
女
子
の
立
候
補
者
や
議
員
も
生
ま
れ
た
。

4

久
万
町
議
会
(
合
併
後
)

ア

選
挙
区
と
議
員
定
数

昭
和
三
四
年
三
月
三
一
日
、
久
万
町
、
川
瀬
村
、
父
二
峰
村
、
美
川
村
の
一
部
の

横
谷
地
区
が
合
併
し
、
新
し
い
久
万
町
が
発
足
し
た
が
、
合
併
協
定
に
よ
り
選
挙
区

は
三
選
挙
区
、
議
員
定
数
二
六
名
と
定
め
、
新
町
初
の
選
挙
を
行
っ
た
。

第
一
回

選
挙

(
第
一
期
)

昭
和
三
四
年
四
月
三
十
日

第
一
選
挙
区

久
万
地
区
(
横
谷
含
む
)
一
三
名

第
二
選
挙
区

川
瀬
地
区

人

名

第
三
選
挙
区

父
二
峰
抱
区

五

名

昭
和
三
七
年
七
月
、
久
万
町
議
会
議
員
選
挙
の
選
挙
区
並
び
に
点
数
に
関
す
る
条

例
を
改
正
し
、
三
選
挙
区
か
ら
四
選
挙
区
に
し
た
。

第
一
選
挙
区

第
二
選
挙
区

第
三
選
挙
区

第
四
選
挙
区

(
大
字
久
万
、
上
野
尻
、
下
野
尻
、
菅
生
横
谷
含
む
)
九
名

(
大
字
東
明
神
、
西
明
神
、
入
野
)

(
大
字
直
瀬
、
上
下
畑
野
川
)

(
大
字
二
名
、
父
野
川
、
霧
降
)定

数

二
六
名

五
二
四

昭
和
三
七
年
一
二
月
、
久
万
町
議
会
議
員
の
選
挙
区
域
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
し
た
。

第
一
選
挙
区

(
入
野
の
内
、
字
ア
ラ
マ
の
区
域
を
第
一
選
挙
区
へ
)

第
二
選
挙
区

(
入
野
の
内
、
字
ア
ラ
マ
を
除
く
区
域
を
第
二
選
挙
区
へ
)

第
二
回
選
挙

(
第
二
期
)

昭
和
三
八
年
四
月
三
十
日
、
定
数
二
六
名
、
第
一
選
挙
区

九
名

第
二
選
挙
区

四
名

第
三
選
挙
区

人
名

第
四
選
挙
区

玉
名

昭
和
四
一
年
一
二
月
、
人
口
の
減
少
に
伴
い
久
万
町
議
会
議
員
の
定
数
を
削
減
す

る
条
例
を
制
定
、
並
び
に
各
選
挙
区
に
お
け
る
議
員
の
定
数
を
次
の
よ
う
に
改
正
し

た
。

第
一
二
回
選
挙

(
第
三
期
)

昭
和
四
二
年
四
月
二
八
日
、

定
数

二
二
名

第
一
選
挙
区

人
名

第
二
選
挙
区

四
名

第
三
選
挙
区

六
名

第
四
選
挙
区

四
名

昭
和
四
四
年
三
月
、
久
万
町
議
会
議
員
の
選
挙
区
及
び
各
選
挙
区
に
お
け
る
議
員

の
定
数
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

(
選
挙
区
補
正
)

昭
和
四
六
年
三
月
、
久
万
町
議
会
議
員
の
選
挙
区
及
び
各
選
挙
区
に
お
け
る
議
員

の
定
数
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

(
付
則
整
理
)

第
四
回
選
挙

(
第
四
期
)

昭
和
四
六
年
四
月
二
五
日
、

定
数

二
二
名



第
一
選
挙
区

人
名

第
二
選
挙
区

四
名

第
三
選
挙
区

六
名

第
四
選
挙
区

四
名

昭
和
五
〇
年
三
月
、
久
万
町
議
会
議
員
の
選
挙
区
及
び
各
選
挙
区
に
お
け
る
議
員

の
定
数
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
。
(
定
数
)

第
一
選
挙
区
、
定
数
人
名
を
九
名
に
、
第
二
選
挙
区
定
数
四
名
を
三
名
に
改
め
る
。

第
五
回
選
挙

(
第
五
期
)

昭
和
五
〇
年
四
月
二
七
日
、

定
数

二
二
名

第
一
選
挙
区

九
名

第
二
選
挙
区

三
名

第
三
選
挙
区

六
名

第
四
選
挙
区

四
名

昭
和
五
三
年
一
月
、
久
万
町
議
会
議
員
の
選
挙
区
及
び
各
選
挙
区
に
お
け
る
議
員

の
定
数
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
。

第
二
選
挙
区
、
定
数
三
名
を
四
名
に
、
第
四
選
挙
区
定
数
四
名
を
三
名
に
改
め
る
。

第
六
回
選
挙

(
第
六
期
)

昭
和
五
四
年
四
月
二
二
日
、

定
数

二
二
名

第
一
選
挙
区

九
名

第
二
選
挙
区

四
名

第
三
選
挙
区

六
名

第
四
選
挙
区

三
名

昭
和
五
五
年
一
二
月
、
久
万
町
議
会
議
員
の
選
挙
区
及
び
各
選
挙
区
に
お
け
る
議

員
の
定
数
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
し
、
新
し
く
久
万
町
議
会
議
員
の
定
数
に
関
す
る

第
三
章

選

挙

条
例
を
制
定
、
こ
の
結
果
、
全
町
一
区
制
と
な
る

定
数
二
〇
名

全
町
一
区
制
と
な
っ
た
の
を
機
会
に
、
明
る
い
選
挙
を
推
進
す
る
と
共
に
、
全
町

か
ら
立
候
補
す
る
候
補
者
の
横
顔
を
知
る
た
め
に
、
明
日
の
久
万
町
を
造
る
対
話
集

会
を
開
催
す
る
。
(
後
記
詳
述
)

第
七
回
選
挙

(
第
七
期
)

定
数
二
十
名

昭
和
五
八
年
四
月
二
四
日
、
投
票

過
疎
化
と
行
政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、
昭
和
六
一
年
三
月
、
久
万
町
議
会
議
員

の
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
。

定
数
二
〇
名
を
一
人
名
に
改
め
る
。

第
八
回
選
挙

(
第
八
期
)

定
数
一
入
名

昭
和
六
二
年
四
月
二
六
日
、
投
票

イ

久
万
町
議
会
議
員
名

第
一
期

昭
和
三
四
・
四
二
二
〇
̃
昭
和
三
八
・
四
二
一
九

井

口

利
太
郎

石

丸

二

宮

片

岡

菅加

藤

竹

井

高

岡

高

岡

中

田

長

田

亨

岸

雄

充

雄

万

夫学薫

晋

作

信

栄

千

鶴続

大

野

大

野

大

野

小

椋

小

倉

古

田

河

野

秋

本

安

部

北

岡

篠

崎

信

之

輝

光

直

長

節
三
郎

清

澄実修

富

栄

一

義

教

蔵

隆

美

五
二
五



小目
第
二
期

石石西西二金高中上大尾大

第
五
編

行
政
・
財
政

倉

玄
三
郎

神

野

寅

雄

野

続

日

野

惣

吉

昭
和
三
八
・
四
・
三
〇
̃
昭
和
四
二
・
四
・
二
九

曾浮

我田

定

之

日

野

秀

雄

五
二
六

日
第
三
期

石西西二父沼n
Hカ上高

同

作

衛

丸

亨

森

勧

岡

忠

義

宮

岸

雄

子

佐
々
雄

間

借

柴

田

重

雄

岡

義

幸

野

輝

光

花

進

野

直

長

野

哲

小

椋

節
三
郎

恩

地

義
一

小

倉

清

澄

山

本

忠

富

八

木

修
一
郎

正

岡

豊

正

岡

侶

則

神
志
邦

芳

臣

河

野

修

光

田

繁

光

神

野

寅

雄

日

野

常

行

関

井

義

弘

上

岡

第
四
期

清

志

義

幸

昭
和
四
六
・
四
・
三
〇
̃
昭
和
五
〇
・
四
・
二
九

石西西西二土日
晴
山
四上神田高踏

日

丸森岡森宮居藤沖西中岡

亨勧

忠

義匠

岸

雄

定

雄学

健

市

伊
佐
男

中上尾小奥岡大大正

政
延
(
肇
一
.
専
正

保

典

篠
野

優

岡

義

幸

倉
清
澄
(
肇
三
.
専

村

進

田

元
一

野

早

野

兼

吉

岡

豊

岡

侶

則

浦

弘

明

昭
和
四
二
・
四
・
三
〇
̃
昭
和
四
六
・
四
・
二
九

丸森岡宮田田藤沖岡

亨勧

忠

義

岸

雄清

健

男学

健

市

債

栄

大

野

直

長

小

椋

節
三
郎

恩

地

義
一

正

岡

豊

正

岡

侶

則

河

野

修

秋

本

溝

繁

日
野

哲
(
窄
一
一
.
専

第
五
期

井西西二沼上菅菅高

裁

定

之

昭
和
五
〇
・
四
・
三
〇
̃
昭
和
五
四
・
四
二
一
九

都岡森宮田沖岡

誠

忠

義匠

岸

雄

健

勇

健

市

留

八

利
三
郎

保

典

上

岡

義

幸

尾

花

岡

田

大

野

大

野

山
之
内

山

岡

正

岡

真

木

豊

元
一

卓

隆

則

正

昭勇豊

忠
三
郎



車中
第
六
期

真西篠菅日棟

田

重

雄

佐

伯

正

俊

野

優

篠

浦

弘

明

昭
和
五
四
・
四
二
二
〇
̃
昭
和
五
八
・
四
・
二
九

野田

菅佐

伯

大

野

中

田

神
志
邦

第
七
期

西

岡

山
之
内

中

川

上

岡

菅日

野

佐

伯

神
志
邦

森

川

石

田

第
人
期

忠
三
郎匠

弘

明

利
三
郎

朝

幸

昭
一

留

八

正

俊

隆

則

重

雄

芳

臣

染

次

上

沖

大

野

森

川

神

西

中

野

中

川

沼

田

山
之
内

高

野

集

健

市卓

照

雄

伊
佐
男優

鶴

雄

健

男

正

昭

淳

雄

山
之
内

中

田

福

水

山

岡

西

岡

森

川

渡

辺

岡

田

嘉
一

重

雄

千
代
重

忠
義
(
琴
丘
.
専

照

雄

新

雄

愛

三

石

田

佐
々
雄

ウ

歴
代
議
長
・
副
議
長

高

岡

保

典

日

野

朝

幸

中

川

鶴

雄

高

野

淳

雄

真

木

孝

志

染

次

集

菅

留

八

和

田

藤

平

佐

伯

正

俊

上

岡

義

幸

昭
和
五
八
・
四
・
三
〇
̃
昭
和
六
二
・
四
・
二
九

忠正鶴義留朝正芳

昭
(
誓
革

雄幸人事俊臣

照

雄

佐
々
雄

中

田

重

雄

真

木

忠
三
郎

染

次

集

高

野

淳

雄

大

野

卑

渡

辺

新

雄

和

田

藤

平

大

野

隆

則

神

西

伊
佐
男

菅

利
三
郎

五 四 三.二二 一 代 ブしノ\七フ"く五【乙雪 三三二二一⊂⊃ ナしノ\セ ラ▲く 

佐佐山菅中上上正西加石河大 河 河大中小篠 

議 長 

之 
伯伯内 田岡沖岡岡藤丸野野 野 野野田椋崎 

正正正利重義健 忠 直 信千節隆 
_-----● 

俊俊昭郎雄幸市豊義学亨修長 修 修之鶴郎美 

高大大中佐大岡西尾上二石八 恩 神菅高安竹 

割 譲 

野野野川伯野田森花岡宮丸木 塩 野 岡部井 

淳隆隆鶴正 元 義岸 修 義 寅万晋一 
一 

長 雄則則雄俊卓一匠豊幸雄亨郎 一 雄夫作義薫 

就 任 期 

ノー\-ヒコ ナミ 五 四 

五 ブし五五 五 五 四 五 四 五 四 五 四 四 三三 四 四 四 五 
● ● ● ● ● ● ● ● ● 

一 一-〇一 一一一 一-一一 一 一一-一 一 一一-一 一 一 
フ“く 四 ブし ⊂⊃ ノヽ 一 一と;二二・-t= ⊂ニ⊃三 一ノヽ 二 ノーヽ 五 二 ブ〇 四 

く く く く く く く く く く く く く く く く く く く 

四 二=● 二二三“二 三三 
⊂二)ノヽ -とま フ“く 五 

現・・・・・・・・・・・・・・ 
四 四 四 四 四 

間 
在・・・・・・・・・・・・・・ 

.〇一一 一一一一 〇〇一一 一 一 一 一 〇〇〇一 

ブし五ナし ブしノ\ブ〇・七二 ブ」セナ〇三三ナしノ\一七雪 二 ナ〇 五 二 ナ」 

昭
和
六
二
・
四
・
三
〇
̃
現
在
に
至
る

第
三
章

選
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第
五
編

行
政
・
財
政

町

村

長

ア

合
併
前
の
町
村
長

初
代

二
代

三
代

四
代

五
代

六
代

七
代

八
代

九
代

一
〇
代

久
万
町

桜
井

船
田

高
橋

井
部

八
木

高
野

初
代

二
代

三
代

田
代

五
代

六
代

七
代

八
代

九
代

一
〇
代

二
代

一
二
代

井
部

高
野

高
岡

相
原

川
瀬
村

足
利

大
野

岡渡
辺

小
椋

大
西

小
倉

稲
田

小
椋

光
田

小
倉

小
倉

誠
改

源
松

精
一
郎

栄
基

菊
次
郎

義
唯

栄
治

義
唯

貞
一
郎

芳
大

網
大

音
衛

小
人

保
太
郎

豊
吉

平
三
郎

盛
彦

金
五
郎

貞
次
郎

大
蔵

盛
彦

豊
吉

在
任
期
間

一
四
年

九
年

二
三
年

七
年

三
年

一
年

三
年

一
年

三
年

四
年

合
併

在
任
期
間

八
年

二
年

一
年

一
年

三
年

一
一
ケ
月
県
議
に
就
任

一
年

三
年

一
年

三
ケ
月

四
年

四
年

一
三
代

一
四
代

一
五
代

二
ハ
代

一
七
代

一
八
代

一
九
代

二
〇
代

二
一
代

初
代

二
代

三
代

四
代

五
代

六
代

七
代

八
代

九
代

一
〇
代

渡
辺

大
野

尾
花

小
椋

渡
辺

大
西

大
野

大
野

日
野

父
二
峰
村

大
野

白
石

宮
脇

長
尾

佐
伯

大
野

高
岡

大
野

竹
井

横
田

紋
平

鶴
吉

利
一

貞
次
郎

善
太
郎

清
一

仙
太
郎

浅
五
郎

泰
直
栄格順

二
男

研
治

助
直

信
栄

貞
一
郎

薫
重
市

在
八 四

一 〇 五 四 四 六 二 九 任 八 四 二 三 四 四 四 二 四

午 年 年 午 年 年 午 年 年 年 期 午 年 年 年 年 午 年 年 年
間

合 合
併 併

イ

合

併

後

合
併
前
に
川
瀬
村
村
長
を
二
期
勤
め
た
日
野
泰
が
、
新
久
万
町
の
初
代
町
長
と
し

て
就
任
す
る
。

初
代
町
長

日
野

泰

二
代
町
長

河
野

修

昭
和
三
四
年
四
月
三
〇
日
よ
り
四
期
二
ハ
年
間
務
め
る
。

昭
和
五
〇
年
四
月
二
七
日
よ
り
四
期
日
、
現
在
に
至
る
。



五

選
挙
管
理
委
員
会
の
役
割

昭
和
二
五
年
四
月
一
五
日
、
公
職
選
挙
法
が
公
布
さ
れ
、
政
府
に
中
央
選
挙
管
理

会
、
地
方
公
共
団
体
に
選
挙
管
理
委
員
会
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

る
。地

方
公
共
団
体
の
選
挙
管
理
委
員
会
は
公
選
法
並
び
に
地
方
自
治
法
に
よ
っ
て
運

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
委
員
は
五
人
、
任
期
は
三
年
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

久
万
町
の
投
票
区
は
、
一
五
投
票
区
で
あ
る
。

開
票
区
は
、
久
万
町
一
区
で
あ
る
。

1

選
挙
管
理
委
員
会

小

崎

貴

行

黒

川

要

菅

良
太
郎

岡

田

元
一

杉

岡

満

延

桝

井

喜
代
光

田

中

武

雄

菅

万
太
郎

久

保

傲

下
畑
野
川

下
畑
野
川

直二二露露直二

言
・
五
・
二
七

莞
・
一
∵
二
八

三
・
一
∵
三

四
一
・
五
・
一
五

一
言
・
五
・
二
七

現

在

莞
・
六
・
宍

現

在

現

在

2

有
権
者
の
推
移

結 大 渡 森 梶 坪 大 小 鈴 露 

氏 名 

野 野 辺 永 川 谷 野 倉 木 口 

政 直 新 周 政 隆 

功 伝 美 栄 
次 

貫 美 市 薫 郎 

久 入 上 上 上 久 入 西 東 東 

住 所 

畑 野 

野 野 万 明 明 明 

万 野 川 尻 尻 町 野 神 神 神 

./ ブく 五 四 四 四 四 四 四 

就 任 

一 一 ブ〇・・・一一 四 五 ナし ナ」 一 四 

/ ヽ / ヽ ノ’ヽ フ÷ 五 五 フ“く /“ヽ ..′ 五 五 

年 月 日 

一 一 一 一 一 一 一 一 一 
/“ヽ ブく ブミ ブし 六 / ヽ ナ」 ノ‾ヽ / ヽ ノ〇

重工 六 四 四 四 王工 四 四 四 
退 ノーヽ 

一 三三 一 ブ」 五 ナし 三三 一 

現 現 任 
.-------● 

年 ブし .ノ’“ヽ ノ′iヽ 五 ノ′“ヽ 
一一一一一一 ブミ -/ 五 

在 在 月 一 一一 一.-一一 

日 一 五 二 五 ノーヽ ⊂:⊃ ノ\ 一 五 

年 度 

芙 四 ・七二 四 /ヽ 四 五 四 四 

四 四 ロ習 

四 ⊂二⊃ 元 天 三吉 ノ′“ヽ 五 四 

一 一 一 一 一 一 四 

男 
ヽ 

ヽ 四 四 四 重工 ヽ /“ヽ 五 フ“マ ヽ 一ヒ; ヽ ナし ・七つ 一七= ブし ⊂⊃ 
ノ′ヽ ⊂⊃ 五 ナし ノiヽ 

一一一一 一 
ブし 

一一一 

くつ 
一一一 

⊂⊃ 四 
一七; 五 ⊂:⊃ ⊂:⊃ 三三 四 一 一 五 

ヽ ヽ 

四 四 四 回田 四 2:甘 四 四 四 
四 ヽ 

女 ノ\ ノ\ ノヽ プし ブし ⊂:⊃ 一 ⊂=) 一 一 四 

⊂二) 一七二 ⊂二⊃ 

四 一とこ ナし 
四 ・七二 ⊂:⊃ ノ\ 奈 空 禿 一七; -t:二 

一七二 

⊂⊃ 

一七二 ・七つ ・〇七二 ・七二 
ヽ 

・七つ 
ヽ 

ーヒ; 一七; ーヒ; ーとま 
ヽ 

一七; 
ノヽ ノ\ ノヽ ぺ ノーヽ 

計 一 一 一 四 / ヽ 一とこ 五 ノ‾\ ブし 
一 

⊂⊃ ⊂二⊃ 
一 四 

五 七 一七二 ナし フ“ミ 五 一とま 
一一一一 

ノヽ 一 七 四 ノヽ 一七コ 一七三 

・七二 -ヒゴ 一 四 一 一 プし フ“く ノーヽ プし 四 五 

/ ヽ / ヽ / ヽ / ヽ 三三 五 五 五 五 五 五 五 五 五 四 

年 度 

⊂二⊃ ブ「」 ノ「し ー七つ ブく 五 四 ⊂二⊃ ナし 

一 一 

男 ヽ ⊂⊃ 

ヽ 

一 
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ 

ブし ブ」 三三 ノ「ヽ ノーヽ 四 ノヽ 

⊂⊃ 
仝 ブ〇 四 孟 四 /ヽ 四 売 五 ノ「、 ⊂⊃ .ノ“ヽ 

- 一 

女 四 重工 五 五 ヽ 五 ヽ /ヽ ヽ /ヽ ヽ /ヽ ヽ /ヽ ヽ 七 ノ′ヽ ヽ ーヒこ ヽ 七 ーt= ヽ 一とこ 

ブし ⊂⊃ フ“ミ ノヽ 
一一一 五 五 ノ‾ヽ ⊂⊃ ノヽ 

一一一一 四 七 一一一一 

ブし ノiヽ ノーヽ ナし 七 五 ノヽ 一 ⊂二) 一 ナし 一とま /iヽ 

/“ヽ 
ブミ ブミ プミ 

/ヽ 
ヽ 

/ヽ 
ヽ 

/ヽ 
ヽ ノ“、 “ヽ 

ーとう 
ヽ 

一七プ / 一七= 七 ーとこ ーとこ 

計 五 / ーヒプ ブく 一七三 ナし ブ」 ブし ⊂二〕 ⊂⊃ ブし ⊂二) 一 ⊂:⊃ ⊂⊃ 

宍 重工 /、 毛 ナし く二⊃ くつ ・-とま 

五 
全 / ヽ 四 /ヽ ナし /iヽ 

/ ヽ 

⊂:⊃ 一とこ ナし く⊃ 

第
三
章

選

挙

五
二
九



第
五
編

行
政
・
財
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3

各
種
選
挙
の
投
票
率
等

ア

衆
議
院
、
参
議
院

衆
議
院
議
員
選
挙

イ

県
知
事
、
県
議
会
議
員

愛
媛
県
知
事
選
挙

五
三
〇

昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭 

選 挙 年 

和和利利和和和和和利 

年午年午年午年午年年 
・-とま 二二 フ“ミ ⊂⊃

--‾ ‾ ‾ 

月 日 

月月 旦月月月旦旦旦旦 
日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 

男 

投 酉 

% 

女 

フ】●く 率 

% 

計 
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

% 

昭昭昭昭昭昭昭昭 

選 挙 年 月 日 

利和和利和和和利 

年年年年年年午年 

月 月 月 月 月 月 月 月 
一一一一一 一一

.〇〇一 一 一 一一一●一 一一一●一 一一一●一 

日 日 日 日 日 日 日 日 

男 

投 百 

一 ⊂二〕 ⊂⊃ 二二 ノ\ プし ナし プし 

% 

七 七 一七二 ノヽ ノ‾ヽ ノヽ・-七二 七 

女 

ホ 率 

死 

七 一七二 一ヒこ /\ ノーヽ ノー\ 一七二 -t= 

計 

% 

愛
媛
県
議
会
議
員
選
挙

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭 

選 挙 年 

利和和和和利利和利和 

午年年年午年年年年年 

月 日 
月月月月月旦月月月月 
日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 

男 

投 百 

% 

女 

フすく 率 

% 

計 

% 

昭昭昭昭昭昭昭昭 

選 挙 年 月 日 

和利利和利和和和 

午年午年年年年年 

四四四四四四四四 月月月月月月月月 

日 日 日 日 日 日 日 日 

一とこ-七つ ブ」
ノーヽナしナ〇 三四⊂:⊃ 七一二 

男 

投 票 率 

..生亜 . 生旺 ... 
ハヽヽ

ノ\ヽヽ 四⊂二⊃ -とま 〇七二 ⊂二〕二二. 

% 

ーヒ二 七 ノ\ ノ‾\ ノーヽ ノ‾ヽ 

女 
二二 二二 ブ〇 五 五 デマ 

・・投・投・・・ 一 一七二 三 四 一とこ プし 
一t= ブ〇 二二 ノーヽ 三 四 

% 

七 一とコ ナし ノーヽ ノーヽ ノーヽ 

計 . . 酉 . 酉 . . . 

刀ミ ス】マ 七三 ⊂二)

五二四 ブマナし⊂二⊃ 四くつノ‾ヽ 

% 



ウ

町
長
、
町
議
会
議
員

町
長
選
挙

エ

そ

の

他

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 

選 挙 年 

利 和 和 和 和 和 和 利 
デマ 五 五 五 四 四 三三 三 

午 年 年 年 年 年 午 年 
四 四 四 四 四 四 四 四 

月 日 

月 月 月 月 月 月 月 月 
〇〇一一一 一一-一● 一 一 一 一一一一 一 一 六 四 .二二 七 五 ノーヽ ⊂二) くつ 

日 日 日 日 日 日 日 日 

立 候 補 者 の 数 

漢 

実 突 空 
男 

投 票 率 

無 無 無・無 無・・ 
四 ブし ブし 
一七二 三 五 

% 

突∴∴∴∴奮∴空 
女 投 投 投・投 投・・ 

ナし --ヒ; ⊂二) 

⊂二ブ ナミ 四 
% 

ナし -上=

ブし /ヽ五 五 
計 票 票 票・票 票・・ 

一七二 -七二 四 
⊂二つ 七 一ヒこ 

% 
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選

挙

六

明
る
い
選
挙
運
動
の
取
り
組
み

1

日
本
の
政
治
倫
理
化
運
動
の
歴
史

日
本
に
近
代
的
政
治
制
度
が
導
入
さ
れ
た
の
は
明
治
以
降
で
あ
る
が
、
政
治
腐
敗

の
体
質
は
江
戸
時
代
か
ら
引
き
継
が
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
政
治
の
歴
史
は
、

政
治
汚
職
や
疑
獄
に
よ
っ
て
堪
え
難
い
ほ
ど
汚
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
汚
職
や
疑
獄
が
い
つ
も
公
然
と
ま
か
り
通
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

あ
の
田
沼
意
次
も
、
民
衆
の
批
判
の
声
の
中
で
失
脚
さ
せ
ら
れ
た
し
、
忠
臣
蔵
で
も
、

賄
賂
の
問
題
が
吉
良
上
野
介
の
悪
役
に
重
要
な
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て
い
る
。

明
治
に
な
っ
て
も
、
汚
職
事
件
は
大
き
な
政
治
や
政
界
へ
の
批
判
の
材
料
と
な
っ

て
い
る
。
中
で
も
明
治
一
四
年
に
起
き
た
北
海
道
開
拓
使
庁
の
官
有
物
払
下
げ
事
件

五
三
一



第
五
編

行
政
・
財
政

は
、
政
変
に
発
展
し
、
明
治
三
五
年
の
教
科
書
疑
獄
、
同
じ
く
四
三
年
に
は
日
精
疑

獄
と
続
く
。
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
も
、
三
年
の
売
勲
事
件
、
二
三
年
に
昭
電
疑
獄
、

昭
和
二
八
年
に
保
全
経
済
会
事
件
、
造
船
疑
獄
、
昭
和
四
〇
年
に
吹
原
産
業
事
件
、

共
和
製
糖
の
黒
い
霧
事
件
、
昭
和
五
一
年
の
ロ
ッ
キ
ー
ド
疑
獄
、
リ
ク
ル
ー
ト
疑
惑

事
件
は
、
政
官
界
を
巻
き
込
ん
だ
事
件
と
な
り
、
国
民
の
い
か
り
を
か
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
選
挙
や
、
政
治
に
か
ら
ん
だ
事
件
は
数
多
く
あ
る
が
、
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
、
選
挙
の
あ
り
方
に
、
選
挙
を
行
う
人
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

戦
後
、
日
本
の
民
主
化
の
一
つ
に
、
婦
人
参
政
権
と
選
挙
権
年
齢
二
〇
歳
へ
の
引

き
下
げ
が
実
現
し
、
完
全
普
通
選
挙
制
度
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

昭
和
二
一
年
一
一
月
三
日
、
国
民
主
権
を
規
定
し
た
新
憲
法
が
公
布
さ
れ
、
昭
和

二
二
年
五
月
三
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
選
挙
は
、
国
民
の
主
権
の
行
使
と
し
て
、
重

要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
選
挙
の
実
態
は
戦
前
と
あ
ま
り
変
わ
り

な
く
、
昭
和
二
三
年
七
月
、
政
治
の
浄
化
を
目
的
と
し
た
政
治
資
金
規
制
法
が
制
定

さ
れ
た
。

こ
れ
も
あ
ま
り
実
効
は
な
く
、
昭
和
二
六
年
の
第
二
回
統
一
地
方
選
挙
で
は
、
買

収
だ
け
で
六
万
人
ち
か
い
違
反
者
を
出
し
、
国
民
か
ら
厳
し
い
批
判
と
反
省
の
声
が

上
が
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
選
挙
浄
化
の
運
動
を
進
め
よ
う
と
い
う
動
き
が

見
ら
れ
、
昭
和
二
七
年
六
月
四
日
、
民
間
団
体
と
し
て
、
「
公
明
選
挙
連
盟
」
が
設
立

さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
動
き
に
呼
応
し
て
、
朝
日
、
毎
日
、
読
売
三
紙
が
次
の
よ
う

な
共
同
宣
言
を
行
っ
て
い
る
。

「
公
明
選
挙
を
推
進
す
る
」

『
独
立
に
当
た
っ
て
、
民
主
政
治
を
確
立
す
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
あ
る
が
、
そ
の

仕
事
は
我
々
国
民
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
。
国
民
の
手
で
民
主
政
治
を
達
成
す
る
に
は
、

五
一
三
一

ま
ず
公
明
な
選
挙
が
そ
の
始
ま
り
で
あ
る
。

今
ま
で
行
わ
れ
た
選
挙
の
実
情
は
、
遺
憾
な
が
ら
金
力
に
よ
る
、
あ
る
い
は
情
実
に
流

れ
る
選
挙
や
違
反
の
多
い
こ
と
、
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
。
現
に
来
る
べ
き
衆
議
院
議
員

総
選
挙
に
対
し
、
全
国
的
に
行
わ
れ
て
い
る
事
前
運
動
は
、
は
な
は
だ
し
い
乱
脈
ぶ
り
を

示
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
日
本
の
民
主
化
は
と
う
て
い
覚
束
な
い
。

こ
の
際
選
挙
を
正
し
く
す
る
た
め
に
、
毎
日
、
朝
日
、
読
売
の
三
新
聞
社
は
、
共
同
し

て
、
紙
面
を
通
じ
、
あ
る
い
は
他
の
適
当
な
方
法
で
、
一
大
国
民
運
動
を
展
開
す
る
』

こ
う
し
た
民
間
の
動
き
の
中
で
、
中
央
政
治
管
理
会
で
も

「
公
明
選
挙
運
動
実
施

要
項
」

を
定
め
、
国
会
で
も
「
公
明
選
挙
に
関
す
る
決
議
」

を
可
決
。
政
府
も
「
選

挙
の
公
明
化
運
動
に
関
す
る
件
」

を
閣
議
決
定
。
こ
こ
に
官
民
一
体
の
公
明
選
挙
運

動
の
足
な
み
が
そ
ろ
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
公
明
選
挙
運
動
の
中
核
的
存
在
と
な
っ
た
公
明
選
挙
連
盟
は
、
当
面
昭
和
二

七
年
の
総
選
挙
を
対
象
と
し
て
結
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
選
挙
後
こ
の
組
織
の
恒

久
化
が
強
く
要
請
さ
れ
、
昭
和
二
七
年
一
二
月
に
財
団
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
公
明
選
挙
連
盟
が
中
心
と
な
り
、
選
挙
啓
発
、
政
治
教
育
、
調
査
研
究
な

ど
幅
広
く
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
三
六
年
に
至
っ
て
公
明
政
治
連
盟
が
結
成
さ
れ
、
公
明
選
挙
運

動
と
い
う
名
称
を
改
名
し
、
「
明
る
く
正
し
い
選
挙
」
と
な
っ
た
。
ま
た
中
央
は
、
明

る
く
正
し
い
選
挙
推
進
全
国
協
議
会
、
地
方
で
は
市
町
村
を
単
位
と
し
て

「
明
る
く

正
し
い
選
挙
推
進
協
議
会
」

と
改
称
し
て
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

そ
の
常
時
啓
発
並
び
に
教
育
活
動
の
中
心
と
な
る
の
は
教
育
委
員
会
の
社
会
教
育

部
門
が
一
般
的
状
況
で
あ
る
。

2

久
万
町
明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進
運
動

農
村
に
お
け
る
民
主
化
運
動
や
新
生
活
運
動
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
青



年
団
と
婦
人
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
政
治
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
町
村
議

会
へ
も
青
年
代
表
や
婦
人
代
表
を
送
り
出
す
機
運
も
生
ま
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
身
近
な
選
挙
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
ま
た
常
時
に
お
い
て
は
、
理
性
的

で
人
間
尊
重
の
気
風
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
か
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
い
ざ
選
挙
に
な

る
と
、
村
の
有
力
者
の
顔
、
情
実
、
セ
ク
ト
等
が
頭
を
出
し
こ
の
運
動
の
む
ず
か
し

さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

教
育
委
員
会
が
行
う
学
習
も
、
政
治
学
習
と
政
治
活
動
の
狭
間
と
限
界
に
矛
先
さ

ば
に
ぶ
り
空
白
の
時
間
が
流
れ
る
。

合
併
後
に
お
い
て
も
久
万
町
議
会
議
員
の
選
挙
は
小
選
挙
区
制
の
か
ら
み
も
あ
っ

て
全
体
的
な
教
育
活
動
と
意
識
の
高
ま
り
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
。

3

久
万
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
誕
生

昭
和
三
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
町
内
一
一
公
民
館
活
動
の
重
点
を
成
人
教
育
に
お

き
、
政
治
学
習
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
昭
和
四
一
年
に
、
久

万
町
明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進
協
議
会
が
結
成
さ
れ
、
翌
四
二
年
に
規
約
も
制
定
さ

れ
全
町
的
活
動
が
始
ま
っ
た
。

久
万
町
に
お
い
て
も
、
昭
和
二
七
年
ご
ろ
よ
り
中
央
に
合
わ
せ
て
、
選
挙
管
理
委

員
会
が
主
体
と
な
っ
て
、
明
る
い
選
挙
の
推
進
に
努
め
て
き
た
が
効
果
が
あ
ま
り
目

に
見
え
な
い
、
又
は
、
表
裏
の
問
題
と
し
て
片
づ
け
ら
れ
る
な
ど
、
反
省
点
と
行
き

づ
ま
り
が
見
う
け
ら
れ
た
。

そ
の
よ
う
な
経
験
を
い
か
し
て
、
公
民
館
単
位
に
政
治
学
習
を
す
る
こ
と
に
重
点

を
お
い
た
。
選
挙
時
よ
り
も
常
時
に
お
い
て
政
治
の
仕
組
み
や
町
の
行
政
、
部
落
の

伝
統
行
事
な
ど
、
も
っ
と
深
く
知
る
こ
と
、
そ
し
て
住
民
一
人
ひ
と
り
が
高
い
人
格

と
識
見
を
持
つ
こ
と
を
目
標
と
し
た
。
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4

久
万
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
規
約
と
そ
の
働
き

第
一
条

こ
の
協
議
会
は
、
久
万
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
(
以
下
「
協
議
会
」
と

い
う
。
)

と
称
す
る
。

第
二
条

協
議
会
は
、
明
る
く
正
し
い
選
挙
を
推
進
し
、
理
想
選
挙
の
実
現
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条

協
議
会
は
、
前
項
の
目
的
達
成
の
た
め
左
の
事
業
を
行
う
。

一

「
選
挙
法
を
守
る
運
動
」

の
展
開

二

明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進
強
調
月
間
を
設
け
集
中
的
な
町
民
運
動
の
展
開

三

そ
の
他
明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進
及
び
啓
発

第
四
条

委
員
は
、
次
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
か
ら
町
長
が
委
嘱
す
る
。

一

公
民
館
長

二

教
育
関
係
者

三

青
年
団
・
婦
人
会
・
壮
年
会

四

学
識
経
験
者

五

そ
の
他

2

委
員
の
任
期
は
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
委
員
の
任
期
は
前
任
者
の
残
任
期

間
と
す
る
。

第
五
条

協
議
会
に
左
の
役
員
を
置
く
。

一

会

長

一
名

二

副
会
長

三
名

2

役
員
は
委
員
の
互
選
に
よ
っ
て
定
め
る
。

第
六
条

会
長
は
、
協
議
会
の
事
務
を
総
理
し
協
議
会
を
代
表
す
る
。

2

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
す
る
。

3

会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
、
又
は
会
長
が
欠
け
た
と
き
は
、
副
会
長
が
そ
の
職
務

を
代
理
す
る
。

第
七
条

協
議
会
は
、
会
長
が
こ
れ
を
召
集
す
る
。

五
一
三
二
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第
人
条

協
議
会
に
事
務
局
を
設
け
若
干
名
の
職
員
を
置
く
。

第
九
条

協
議
会
の
運
営
・
そ
の
他
必
要
な
事
項
は
役
員
会
で
別
に
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
約
は
、
昭
和
四
二
年
一
月
一
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

委
員
の
数
は
、
第
四
条
の
中
か
ら
三
〇
名
程
度
と
す
る
。

こ
の
当
時
の
活
動
状
況
を
知
る
た
め
に
五
七
年
分
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
。

昭
和
五
七
年
度
久
万
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
活
動
目
標

は
じ
め
に

昭
和
二
七
年
か
ら
明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進
運
動
が
始
ま
っ
て
、
す
で
に
三
〇
年

と
な
り
ま
す
が
今
日
に
お
い
て
も
な
か
な
か
効
果
が
目
に
見
え
な
い
の
が
実
態
で

あ
り
、
色
々
と
反
省
点
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

選
挙
は
、
主
権
者
で
あ
る
国
民
が
、
人
格
、
識
見
と
も
に
そ
な
わ
っ
た
立
派
な
人

を
選
び
、
そ
の
人
に
政
治
を
託
す
と
い
う
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
お
り
、
国
民
の

ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
覚
し
て
、
強
い
信
念
に
基
づ
き
違
反
す
る
こ
と
な
く
、
き
れ

い
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
ま
す
。

選
挙
を
き
れ
い
に
し
て
こ
そ
、
明
る
い
政
治
、
明
る
い
国
づ
く
り
、
明
る
い
郷
土

づ
く
り
に
つ
な
が
り
、
私
た
ち
の
真
の
幸
福
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
え
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
か
ら
、
明
る
い
選
挙
の
推
進
は
、
町
づ
く
り
の
基
盤
で
あ
り
、
町

民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
関
心
と
意
識
を
高
め
る
学
習
を
進
め
る
と
と
も
に
、
明
る
い

選
挙
実
現
へ
の
実
践
運
動
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

推
進
ス
ロ
ー
ガ
ン

㈲

金
や
物
の
力
で
当
選
し
ょ
う
と
す
る
候
補
者
を
追
放
し
ょ
う
。

(
も
ら
わ
な
い
、
求
め
な
い
、
贈
ら
な
い
運
動
の
徹
底
)

㈲

自
分
の
意
志
で
投
票
す
る
強
い
信
念
を
育
て
よ
う
。

(
義
理
、
情
、
金
品
な
ど
に
迷
わ
な
い
で
立
派
な
人
を
選
ぶ
学
習
を
行
う
)

五
三
四

㈲

明
る
い
選
挙
推
進
の
世
論
を
高
め
よ
う
。

(
常
時
広
報
、
放
送
、
ポ
ス
タ
ー
、
標
語
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
啓
発
す

る
)

推
進
方
法

㈲

小
単
位
部
落
の
学
習
組
織
づ
く
り
と
学
習
の
強
化

①

小
単
位
の
学
習
組
織
づ
く
り

②

地
域
課
題
の
発
見
と
解
決
を
は
か
る
話
し
合
い
や
政
治
学
習
を
行
う
。

③

町
政
、
地
域
産
業
、
教
育
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
の
学
習
を
行
う
。

④

選
挙
の
時
だ
け
で
な
く
、
日
頃
か
ら
選
出
者
と
の
交
流
を
は
か
る
。

⑤

地
域
課
題
は
、
自
分
達
の
手
で
解
決
し
て
い
く
よ
う
努
力
す
る
。

㈲

日
常
生
活
と
結
び
つ
い
た
学
習
と
実
践
活
動
の
推
進

①

生
産
、
消
費
、
物
価
な
ど
の
学
習
を
推
進
す
る
。

②

冠
婚
葬
祭
の
花
輪
を
贈
ら
な
い
運
動
を
進
め
る
。

③

特
定
候
補
者
と
金
品
な
ど
で
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
努
め
る
。

④

国
政
、
県
政
、
町
政
の
報
告
会
、
懇
談
会
を
開
催
す
る
。

⑤

選
挙
期
間
中
及
び
そ
の
前
後
に
日
常
生
活
に
関
す
る
立
候
補
予
定
者
の
考

え
方
を
広
報
す
る
。

実
施
事
項

①

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
委
員
、
地
域
指
導
者
等
の
研
修
会
を
開
催
す
る
。

②

諸
学
級
、
講
座
及
び
会
合
を
通
じ
て
資
料
の
配
布
、
意
識
を
高
め
る
学
習
を

推
進
す
る
。

③

啓
発
資
料
の
作
成

○

啓
発
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
作
成
と
配
付

○

新
成
人
に
対
し
て
成
人
手
帳
の
交
付

○

啓
発
用
資
料
の
購
入
と
配
布
、
提
供

○

啓
発
用
標
語
等
の
募
集
と
活
用



○

啓
発
用
標
語
入
『
ウ
チ
ワ
』

の
作
成

○

そ
の
他

④

話
し
合
い
事
業

○

座
談
会
の
開
催

○

各
種
団
体
の
話
し
合
い
学
習

○

各
学
級
講
座
の
話
し
合
い
学
習

⑤

講
演
会
の
開
催

⑥

実
務
担
当
者
の
研
修

⑦

選
挙
時
に
お
け
る
文
書
啓
発

⑧

立
候
補
予
定
者
の
意
見
を
聞
く
会
の
開
催

⑨

各
種
団
体
の
議
会
傍
聴
を
奨
励
す
る
。

⑲

有
線
・
無
線
放
送
、
広
報
に
よ
る
啓
発
に
努
め
る
。

今
年
度
推
進
す
る
具
体
的
事
業

用

実
践
申
し
合
せ
事
業

①

陣
中
見
舞
の
自
粛

②

立
番
の
自
粛

③

選
挙
広
報
、
選
挙
放
送
を
よ
く
み
ま
し
ょ
う
。

④

立
会
演
説
会
は
よ
く
聞
き
ま
し
ょ
う
。

⑤

選
挙
学
習
に
み
ん
な
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

㈲

推
進
事
項

①

選
挙
制
度
を
守
る
運
動
を
推
進
す
る
。

②

選
挙
後
援
会
、
運
動
員
の
あ
る
べ
き
姿
を
学
習
す
る
。

③

明
る
い
選
挙
推
進
標
語
の
募
集
と
啓
発
に
努
め
る
。

④

立
候
補
予
定
者
の
意
見
を
聞
く
会
を
開
催
す
る
。

⑤

花
輪
を
贈
ら
な
い
、
辞
退
す
る
運
動
を
推
進
す
る
。

⑥

啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
資
料
、
ウ
チ
ワ
の
作
成
配
布

第
三
章

選

挙

みんなのカで明るい選挙を・

あ
や
す
い
と
こ
ろ
に
は
っ
て
く
だ
さ
い
。

明るく正しい選挙を推進するための

◆実践申し合せ事項◆

を次の通り定めました。みんなで守りましょう。

1.選挙学習にみんな参加しよう。

2.金品による陣中見舞いを廃止しよう。

3.買収、供応を追放しよう。

4.街宣車による連呼I約め、政見発表や

呼びかけは車を止めてしよう。

5.立番は廃止しよう。

久万町明るい選挙推進協議会

⑦

選
挙
ボ
ス
タ
1
公
営
掲
示
場
の
設
置

⑧

選
挙
ポ
ス
タ
ー
、
ハ
ガ
キ
等
印
刷
枚
数
の
制
退
自
粛

5

明
日
の
久
万
町
を
語
る
会
の
開
催

0

久
万
町
全
町
一
区
に
な
っ
て
第
二
回
目
の
町
議
会
議
員
を
選
ぶ
選
挙
を
ひ
か

え
て
、
今
回
も
、
明
日
の
久
万
町
を
語
る
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

主
催
は
推
進
協
議
会
で
あ
る
が
、
こ
れ
の
実
質
的
推
進
は
、
壮
年
会
で
あ
る
。

協
力
団
体
と
し
て
、
公
民
館
、
婦
人
会
、
青
年
団
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
五
団
体
で

あ
る
。

開
催
の
方
法
は
、
時
期
と
し
て
、
町
議
会
議
員
の
候
補
者
と
な
る
者
の
立
会

演
説
会
は
公
選
法
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
候

補
予
定
者
が
出
そ
ろ
っ
て
、
選
挙
運
動
期
間
に
入
ら
な
い
時
期
と
し
た
。

臼

話
し
て
頂
く
時
間
は
一
人
六
分
間
以
内

e

会
場
は
町
内
五
ヶ
所
の
体
育
館
及
び
住
民
セ
ン
タ
ー

㈲

順
番
は
ク
ジ
引
き
と
し
て
、
各
会
場
で
競
合
し
な
い
よ
う
調
整
す
る
。

㈲

聞
く
方
へ
の
注
意
、
お
話
し
中
は
手
を
た
た
い
た
り
、
や
じ
っ
た
り
し
な
い

五
三
五



第
五
編

行
政
・
財
政

で
最
後
ま
で
静
か
に
聞
き
終
っ
た
ら
全
員
で
拍
手
を
す
る
。

立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
全
員
の
参
加
を
得
て
、
五
会
場
で
約
八
五
〇

人
の
方
が
耳
を
か
た
む
け
た
。

㈱

開
催
日
は
、
昭
和
六
二
年
四
月
一
四
日
、
一
五
日
で
あ
っ
た
。

6

常
時
啓
発
運
動

常
時
啓
発
運
動
の
一
つ
と
し
て
、
四
年
に
一
回
ず
つ
、
町
内
の
小
中
学
生
及
び
一

般
か
ら
標
語
の
募
集
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
、
昭
和
六
一
年
度
の
入
選
標
語

を
記
録
し
て
お
く
。

五
年
生

明
神
小

こ
の
一
票

み
ん
な
が
つ
く
る
良
い
政
治

畑
野
川
中

つ
ら
れ
る
な

自
分
の
心
で
投
票
を

直
瀬
小

よ
く
考
え
て

よ
い
人
選
ん
で
よ
い
町
に

五
三
六

小
倉

久
和

八
塚
加
奈
子

大
野
真
由
美

応
募
数

小
学
生
一
五
人
点

中
学
生
一
四
七
点

一

般

二
〇
点

計
三
二
五
点

小
学
生
の
部

四
年
生

明
神
小

あ
な
た
の
一
票
が
明
日
の
平
和
と
幸
せ
に

渡
辺

豊
和

久
万
小

こ
わ
い
の
は
、
す
て
た
一
票
と
無
関
心

藤
原

守

畑
野
川
中

わ
す
れ
ず
に
、
ぜ
っ
た
い
行
こ
う
投
票
に

武
智

竜
彦

直
瀬
小

は
く
ら
の
未
来
、
父
さ
ん
母
さ
ん
の
一
票
で

大
野

秀
和

父
二
峰
小

し
あ
わ
せ
は
、
こ
の
一
票
で
お
と
ず
れ
る

川
本

洋
輔

父
二
峰
小
一
票
が

久
万
町
つ
く
る
よ
い
選
挙

六
年
生

明
神
小

と
な
り
に
も

声
か
け
行
こ
う
投
票
日

片
岡

博

坂
本
カ
ヨ
子

久
万
小

一
票
が

あ
な
た
の
明
る
い
町
づ
く
り

滝
野

佳
宏

畑
野
川
中

こ
の
一
票

み
ん
な
で
投
票
確
か
な
未
来

小
倉

恵
美

直
瀬
小

一
票
が
明
る
く
照
ら
す
久
万
の
町

高
岡

弥
生

父
二
峰
小
一
票
で
き
ま
る
み
ん
な
の
よ
い
郷
土

鈴
木

洋
高

二
名
小

き
れ
い
な
選
挙
久
万
町
み
ん
な
の
合
言
葉

松
井
こ
ず
え



中
学
生
の
部
一
年
生

久
万
中

一
票
か
ら
始
ま
る
郷
土
の
明
る
い
未
来

丹

陽
子

畑
野
川
中

ク
リ
ー
ン
選
挙
で
築
こ
う
よ
い
町
よ
い
暮
ら
し

渡
辺

和
秀

直
減
車

一
票
に

た
く
す
あ
な
た
の
町
づ
く
り

石
丸

貴
康

父
二
峰
申

し
あ
わ
せ
は

み
ん
な
で
選
ぶ
選
挙
か
ら

二
年
生

久
万
中

明
る
い
未
来
目
指
し
て
入
れ
よ
う
こ
の
一
票

片
岡

友
紀

大
政

勝
美

畑
野
川
中

考
え
て

よ
い
人
選
ん
で
よ
い
政
治

岡

誠
也

直
瀬
中

投
票
は
み
ん
な
の
権
利
そ
し
て
義
務

大
野
一
仁

父
二
降
車

い
い
人
を
選
ん
で
明
る
い
あ
な
た
の
未
来

三
年
生

久
万
中

一
票
が
つ
く
る
あ
な
た
の
よ
い
未
来

谷
岡

利
江

大
西

亮
真

畑
野
川
中

こ
の
一
票
政
治
の
行
く
て
を
さ
す
光

第
三
章

選

挙

横
川

恵
美

父
二
峰
中

お
っ
と
君

す
て
た
一
票
ど
う
な
る
の

福
岡

雄
二

直
瀬
中

町
の
た
め

自
分
の
た
め
に
一
票
を

高
岡

美
雪

五
三
七


	第五編行政・財政
	第三章選挙
	一　選挙制度の変遷
	二　維新当初の選挙
	1 区長・戸長・村長時代

	三　国の選挙
	四　地方選挙
	1 県議会
	2 区会
	3 町村会(郡)
	4 久万町議会(合併後)
	5 町村長

	五 選挙管理委員会の役割
	1 選挙管理委員会
	2 有権者の推移
	3 各種選挙の投票率等

	六　明るい選挙運動の取り組み
	1 日本の政治倫理化運動の歴史
	2 久万町明るく正しい選挙推進運動
	3 久万町明るい選挙推進協議会の誕生
	4 久万町明るい選挙推進協議会規約とその働き
	5 明日の久万町を語る会の開催
	6 常時啓発運動




